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２）各講義の評価 

（１）各講義の満足度 

全ての講義において、参加者の 75％以上が「大変満足している」または「満足している」

と回答していた。 

図表 2-77 各講義の満足度（単位：%）n=64 
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（２）各講義の分かりやすさ 

全ての講義において、参加者の 80％以上が講義は「非常に分かりやすかった」または「分

かりやすかった」と回答していた。 

図表 2-78 各講義の分かりやすさ（単位：%）n=64 
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（３）各講義資料の分かりやすさ 

全ての講義において、参加者の 80％以上が講義資料は「非常に分かりやすかった」また

は「分かりやすかった」と回答していた。 

図表 2-79 各講義資料の分かりやすさ（単位：%）n=64 
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３）演習の評価・感想 

（１）各演習の満足度 

どちらの演習においても、参加者の 96.9%が「大変満足している」または「満足している」

と回答していた。 

図表 2-80 演習の評価（単位：%） 

 

 

（２）各演習の感想 

① 訪問看護計画の立案演習の感想 

（ア）看護計画を共有することで得られたこと 

・看護計画を共有することで、自身にはなかった様々な視点を学ぶことができた。（20 名） 

・計画立案に自信がなかったが、自分の立てた看護計画が間違えていなかったと安心するす

ることができた。（3 名） 

・自分の不安や悩みは、他の人も同じであることがわかり、安心した。（3 名） 

・自身は目の前の患者さんの疼痛コントロールを考えるばかりで余裕はなかったが、患者さ

んがどう暮らしてきたか、落ち着いたら何がしたいのか（旅行や食べたいものなど）を重

視している受講者の発言に心を動かされた。 

 

（イ）ファシリテーターから学んだこと 

・情報が網羅されたサマリーはめったにないこと、初回の訪問でコミュニケーションを取り

ながら情報を補足していくことを、ファシリテーターが具体的に話してくれた。実践につ

ながる助言が勉強になった。 

・不足の情報をどう収集するか、退院前カンファレンスに参加しているつもりで考えてみて

というアドバイスを受け、なるほどと思った。 
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（ウ）講義・事前課題の有用性 

・2 日間の講義を振り返りながら作成できてよかった。 

・同じ課題に向き合った上で話し合えたので、考えを深めることができた。 

・事前に課題の提示があり講義の時間以外も充実したように感じた。 

 

（エ）実践の復習・実践での活用 

・事例は自分が受け持った患者さんに似ており、復習のようになった。経験知として自分に

残っていたことがうれしい。  

・課題では実際に業務の中で使用している様式を用い、多く関わる事例について検討したた

め、すぐに日常業務に活かせると思う。 

 

（オ）その他学んだこと・良かった点 

・少ない情報から患者や家族の課題を考えることは、良い練習となった。（2 名） 

・看取りの看護計画立案に対して苦手意識があったので演習できてよかった。 

・訪問看護の看護過程を考える過程がよくわかった。たくさんある看護問題の優先度を考え

ながら、今後起こりうることも予測して計画立案ができるようにステップアップしてい

きたい。 

・初回の計画を具体的に考えることが、在宅への第一歩であり、関係性構築のスタートにな

る貴重なものだと認識できた。 

・麻薬の副作用、痛みの程度や性質など様々なことをアセスメントし立案することの重要性

を学んだ。 

・看護計画を予め立て、見通しておくことは、限られた時間の中でまず何に視点を置いて聞

き出せばよいかをまとめることになり、とても有効であることを感じた。 

 

（カ）難しかった点 

・書面の情報のみから看護計画を立案することが難しかった。（5 名） 

・少ない情報量から看護計画を立案することが難しかった。（3 名） 

・看護問題に優先順位をつけるのが難しかった。（2 名） 

・訪問看護計画書について指導を受けたことがなかったので、何をどこまで立案すればいい

のか迷った。 

 

（キ）要望 

・正解はないと思うが、看護計画書の見本や参考例を提示してほしかった。（5 名） 

・グループメンバー全員の計画書をグループ内で共有できると、よりスムーズに検討しやす

いのではないかと思った。（2 名） 

・提出した計画書に具体的なフィードバックをもらえると、次回に活かせると思う。 
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・設問内容や議論の進行方法、具体的な発表内容を提示してもらえると、演習当日の進行が

しやすい。最終的な発表内容や議論の内容に分かりづらい部分があった。 

 

② コミュニケーション技術演習（ロールプレイ）の感想 

（ア）運営面について（オンラインで実施したことについて等） 

・オンライン上でのロールプレイはなかなか難しかったが、メンバーの方々の役になりきる

真摯な対応のおかげで、それぞれの立場に置き換えて考えることのできるよい機会に

なった。 

・オンラインで行うのはやはり難しかった。実際の会場でやればもう少し自然な流れにでき

たのかなと思う。 

・画面越しでなかなか難しく、すごく緊張してしまって、頭の中が真っ白になりそうな感じ

でドキドキした。 

・設定やタイムマネジメントが適切で演習に集中して臨みやすかった。ファシリテーターが

うまく先導してくださり、それぞれのロールプレイでの良かったところ、メンバーの感じ

たことを理解できた。 

・フィードバックの時間がもう少しあってもよいかなと思った。 

・時間が短かった。療養者と家族の設定が決まっていると演技しやすいかなと思った。 

 

（イ）訪問看護師役となり学んだこと・感じたこと 

・自身のコミュニケーションの癖を知ることができた。（17 名） 

・自身が苦手とするコミュニケーションについて明確になったと思う。自分の聞きたいとこ

ろを項目的に聞いている傾向があり、せっかく療養者さんや家族さんが出している言葉

を深められない、気づけないところがあった。 

・コミュニケーションをとりつつ必要な情報を引き出すことは難しいと改めて実感した。 

・自分も緊張する中でそれを出さずに、相手の緊張をほぐし話しやすい雰囲気作りや気配り

をし、なおかつ必要な情報を収集しつつ、こちらが伝えたいことをわかりやすく伝える。

やりたいことが多くてとても難しかった。 

・自身の行動を客観的にみてもらい、いつもの対応でよかったんだと思える意見をいただけ

たことは純粋にうれしかった。 

・家族は看護師が話を振ってくれないと話しにくいということをお聞きして、はっとさせら

れた。 

 

（ウ）療養者・家族役となり学んだこと 

・療養者や家族には当初の想像とは違った思いや感情があることに気がついた。（18 名） 

・詳しく薬について教えてもらうより、一緒に考えましょうと笑顔を向けられたときのほう

が安心することに驚いた。 
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・家族役をして、「看護師さんが、あまり自分の話を聞いてくれないな。夫ばかりと話をし

ているな」と感じた。私も療養者の自宅に行った際に、家族の話を聞いているつもりでも、

聞いている自身が思い込んでいることもあるかもしれないと実感させられた。 

 

（エ）他参加者のロールプレイから学んだこと 

・他の参加者が普段どのような言葉がけ、表情、しぐさをしているかを知れてよかった。

（10 名） 

・グループのメンバーは私より経験年数の長い方ばかりだったので、コミュニケーション

の方法（特に傾聴や話しの引き出し方）が勉強になった。 

・初回訪問は信頼関係をつくる第一歩であり、表情、あなたの話を聞かせてくださいという

姿勢、声のトーン、話し方一つ一つの行為が相手にどう映るか、考えさせられた。会話以

外にも大事なことが多くあることを実感した。 

・他の人の関わり方をみて、療養者さんが心を開きやすいような話の持って行き方を知るこ

とができた。 

 

（オ）その他 

・ここで学んだことは看取りだけでなく、全ての訪問で活用できると思った。 

・まったく初めての方々、経験も知識も年齢も違う方々とのロールプレイでとにかくドキ

ドキしたが、皆さん気さくな方ばかりで、講師の人柄でグループが明るくなりとても楽し

い時間だった。 

 

（カ）要望 

・できれば全員が訪問看護師役をできるとよかった。 

・療養者役や家族役もやってみたかった。 

・訪問看護師は何をする人なのか知らなかったり、知らない人が家に入って来てほしくない

といった困難なケースのロールプレイもやってみたかった。  
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６．講師による講義・演習の内容および方法の評価（11 月研修） 

 11 月研修の 3 日目の後に、演習にファシリテーターとして参加した講師がオンラインで

研修の振り返りを実施した。なお、研修中に講師が発言した意見も含めて記述する。 

 

１）プログラムの構成・全体の印象 

・「1.在宅看取りの概要」は「在宅看取りをめぐる動向」と「在宅看取りの法制度」に分け

たほうがよいのではないか。「在宅看取りをめぐる動向」は、在宅看取りが必要となる根

拠を説明することが目的である。「在宅看取りの法制度」は、「3.多様な療養場所における

連携」と統合してもよい。 

・1 日目の研修は「重い」「実践からはまだまだ遠い」と感じた。2 日目のほうがまだ実践に

近い。受講生は家で自由に聞いているので、ボリュームが多過ぎると流れていってしまう

感じがする。 

 

２）講義資料 

・「7.エンドオブライフの症状と治療」のスライドがカラフルで、内容とミスマッチである。 

・看護過程の展開は、もっと具体的に挿入したほうがよい。 

 

３）演習 

（１）初回訪問という設定について 

・実際の訪問では 7 分間に詰め込んで色々なことを療養者に聞くことはないが、演習では

「ここで色々聞かなくては」という気概が伝わってきた。どちらを演習するのかを明確に

してあげたほうがよい。 

・初回ではやらないと思う内容も含まれていた。「ある日の訪問でこんな話が切り出されま

した・・」という設定のほうがよいのではないか。 

・初回訪問という設定は面白いと思った。仮説を立てて訪問するが、決めつけてはいないと

いう段階である。初回訪問の 7 分間では、全てはできないけれども、訪問看護とは何かを

理解していないとできないことがある。 

・初回訪問という設定だからこそ広がりがあるのではないか。ロールプレイを繰り返すごと

によくなっていくのが分かった。 

 

（２）時間配分について 

・ロールプレイの時間はタイトだった。7 分間は短かった。 

・役作りの時間は最初の 1 回だけでよいのではないか。 

 

（３）その他（改善の提案など） 

・ロールプレイごとのフィードバックと、その後のディスカッションの内容が重複してし
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まった。 

・ロールプレイのディスカッションポイントは自由でよいのか困惑してしまった。 

・ロールプレイの発表形式は看護計画と同じか、何を発表するのか、司会と書記を選出する

のか、分からなかった。ロールプレイのまとめ方に戸惑ってしまった。 

・初回訪問でどのような話をするかは相手次第なので、難しい。療養者・家族の様子をもう

少し細かく設定する必要があるかもしれない。 

・ロールプレイごとの振り返りでは、演じた人は自らの役について振り返り、観察者は訪問

看護師役の演技について振り返るというようにしたらどうか。 

・建設的な意見を言うように予め伝えていたため、ポジティブなフィードバックが多くてよ

かった。一方で、「こういうことをしたらもっと良くなるということを言ってください」

と講師が言わないと、改善点に関する意見が出なかった。 

・ロールプレイに盛り込んでいる内容が多い。訪問看護師役へのフィードバックと、療養者

を体験してみることのどちらも重視するのか。 

 

４）運営面の改善点 

・グループワークのときは全員ミュートを外すように指示したほうが自由に意見しやすい

と思う。 

・「訪問看護師」「療養者」「家族」と毎回入力するよりも、「訪問看護師」と大きく書いた紙

を持ってもらったほうが簡単ではないか。 

・ディスカッションポイントをダウンロードしていない人が司会になってしまったので、

チャットに入力して対応した。 

 

５）感想 

・Zoom では訪問看護師から見つめられるような感覚が再現されてよかったと思う。 

・おとなしく、とても学ぶ姿勢のある受講生ばかりだった。 

・マナーを遵守できるクオリティの高い人ばかり申し込んでいる印象があった。 

・うまくフィードバックしながら演習を回すのが難しかった。ファシリテーターのアニュア

ルが欲しい。 
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第３章 まとめと考察 

第１節 初任者研修モデル事業全体の評価 

１．プログラムの構成 

研修全体の満足度について、Group A の 71.9%は「大変満足している」、28.1%は「満足

している」と回答しており、各講義の満足度では、全ての講義で 75%以上が「大変満足して

いる」または「満足している」と答えていた。さらに、演習の満足度についても 96.9%が「大

変満足している」または「満足している」と回答しており、本事業は参加者から高い満足度

を得ることができた。 

また、在宅看取りを基礎から学びたい、体系的に学びたいという動機で本事業に参加し、

研修後に知りたい内容が網羅されていたといった感想をもっている者も多くいた。このよ

うなアンケート結果から、在宅看取りに関する包括的・体系的な教育プログラムの必要性を

再確認できたと考える。比較的小さな組織に所属し、全ての年代・疾患を対象とする訪問看

護師は、受講する研修が自身の興味のある内容に偏ってしまう傾向がある。しかし、在宅看

取りケアには幅広い知識・技術が求められる。したがって、在宅看取りに必要な内容が網羅

されている本プログラムを受講することで、訪問看護師は自身の課題を明らかにすること

ができるのではないだろうか。例えば、知識テストの結果をレーダーチャートで受講生に

フィードバックするといったように、訪問看護師が自身の課題をより明確化できる工夫も

有用である。さらに、受講生が感想で述べていたように、本プログラムによって獲得された

幅広い知識や技術は、看取り以外のケアにも活かされる可能性が示唆された。 

 

２．在宅看取りケア件数 

在宅看取りケア件数（訪問看護での臨死期のケア数）は、1 回目（11 月研修前）調査、2

回目（11 月研修直後）調査、3 回目調査（1 月研修直前）全てにおいて、両群間に統計学的

な有意差はなく、両群とも有意な変化はみられなかった。本事業参加者の所属施設における、

1 年間のターミナルケア加算および訪問看護ターミナルケア療養費（病院・診療所は在宅

ターミナルケア加算）の合計は平均 12.9 件である。在宅看取りケア件数の変化については

観察期間が短く、十分に効果が検証できるには日数が足りなかったと考えられ、中長期的に

調査していく必要がある。 

 

３．在宅看取りケアへの態度 

研修後の Frommelt のターミナルケア態度尺度の点数は、Group A が Group B より有意

に高い結果となり、本研修は死にゆく患者に対する医療者のケア態度を向上させることが

示された。 

また、研修後の緩和ケアに関する医療者の自信・意欲尺度の点数についても、終末期ケア
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に対する自信および医師とのコミュニケーションへの自信は、Group A が Group B より有

意に高かった一方で、終末期ケアに対する意欲には統計学的な有意差は認められなかった。

本事業のゴールは、受講生が「在宅看取りができそう」「在宅看取りをやってみよう」と思

えることであるのも関わらず、終末期ケアに対する意欲に有意な変化はみられなかった要

因として、1 回目（11 月研修前）調査の段階で、既に終末期ケアに対する意欲の高い参加者

が多かったことが考えられる。演習のファシリテーターとなった講師の多くも、とても学ぶ

姿勢のある受講生ばかりであったという感想を述べていた。来年度の調査では、受講者の

「在宅看取りができそう」「在宅看取りをやってみよう」という気持ちの変化をより的確に

捉えられる指標を検討していく必要があるかもしれない。 

研修後の緩和ケアに関する医療者の困難感尺度の点数について、症状緩和に関する困難

感は Group A が Group B より有意に低かった。他方、医療者間のコミュニケーション、患

者・家族とのコミュニケーション、看取りと家族ケアに関する困難感については、両者に有

意差はみられなかったが、Group A はいずれも減少傾向であった。しかし、地域連携に関す

る困難感については、Group B については 11 月研修前後で変化がみられなかったのに対

し、Group A は有意に増大していた。地域連携は知れば知るほど難しいという側面が少な

からずある。つまり Group A は、講義を通して様々な地域連携の仕方について学び、これ

までの実践ではできていない連携があることに気づき、地域連携に対する困難感が増大し

たのではないだろうか。本研修が地域連携を学ぶ動機づけとなり、受講生が経験を重ねてい

くことで、地域連携に関する困難感が減少していくことを期待したい。困難感尺度のその他

の項目についても、受講生は在宅看取りについて勉強することによって、その怖さを感じ、

より慎重になった部分もあるだろう。研修で学んだことを実践するなかで、在宅看取りケア

への態度がどのように変化していくのか、第 4 回目以降の調査結果を注視していきたい。 
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第２節 講義・演習の方法 

１．講義方法 

受講しやすい講義方法を尋ねた質問に対する回答では、ライブ配信が 62.5%と最も多く、

次いで、オンデマンド配信 20.3%、集合研修 17.2%という結果であった。訪問看護ステー

ション管理者および医療機関の訪問看護部署の責任者を対象に実施した昨年度の調査では、

職員が最も参加しやすい研修パターンは「集合研修またはライブ配信（1 日）＋オンデマン

ド配信（15 時間）」であった。（訪問看護ステーション 41.6%、医療機関 34.9%）（日本訪問

看護財団, 2021）本年度は、管理者の推薦を受け研修に参加した者を対象としており、一概

に比較はできないが、研修受講者本人はオンデマンド配信よりもライブ配信のほうが学び

やすいと考えていた。 

それでは、本事業の目的を達成するためには、どの講義方法が最も適しているのだろうか。

オンデマンド配信は、繰り返し視聴できる、自身の学習速度に合わせて学ぶことができると

いった利点がある一方で、受講者は学ぶ時間を自身で作る必要があり、モチベーションの維

持が必要である点などの特徴がある。他方、ライブ配信は、受講者は研修のために休みを取

る必要がある一方で、研修を勤務扱いとしてもらうことで、じっくり学ぶことが可能である。

また、講義方法によっては、講師と受講者の間のインタラクティブな学びも可能となる。そ

して、集合研修は、言うまでもなく最も臨場感を味わえる研修であり、実際に触れたり、複

数人で目配りしながら学ぶような内容の研修に適している。しかし、受講者が遠方から参加

する場合には、時間的・経済的負担が大きいという欠点もあり、本事業参加者の感想のなか

にも、ライブ配信は「交通費や宿泊費がかからずどこからでも参加しやすかった」「地方か

らでも参加しやすかった」という声があった。本事業の目的は在宅看取りの推進及びケアの

質向上である。したがって、質の高い在宅看取りケアを全国に普及させるためには、ライブ

配信を基本としつつ、オンデマンド配信で知識の定着を図る方法が最もよいのではないか

と考える。 

 

２．演習方法 

参加しやすい演習方法を尋ねた質問では、ライブ研修（56.3%）と回答した割合が集合研

修（43.8%）を上回っており、オンラインでの演習を支持する感想も少なくなかった。オン

ラインでは見えない部分もある一方で、相手の表情や自分の表情が細部まで見えるという

利点もある。つまり、「表情」と「言葉」のみにフォーカスされることで、自身のコミュニ

ケーションの癖が分かるといった学びに繋がったのだろう。講義方法と同様に、ライブ配信

と集合研修の利点と欠点を考慮し、全国の訪問看護師が訪問看護計画立案およびコミュニ

ケーション技術を習得するためにはどちらがより望ましいか、両者を組み合わせたハイブ

リッド研修も含め、さらに議論を重ねて決定したい。 
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第３節 今後の課題 

１．プログラム構成（講義の順番）の再検討 

講師やレビューアーから、在宅看取りに必要な要素は全て網羅されているという評価を

受けた一方で、講義の順番に関して、「在宅看取りの概要」（特に法制度）は受講生に難しい

印象を与えるため、より身近な話題から講義を始めたほうがよいという意見があった。この

ような意見を踏まえ、より受講生のやる気を引き出し、モチベーションを維持できる講義の

順番を再検討していく予定である。 

 

２．オンライン研修をスムーズに進める工夫 

本事業参加者のなかには「PC 操作が不慣れで困った」という感想を述べている者が少な

くなく、通信不安定や機器の不備で途中辞退せざるを得ない参加者もいた。訪問看護師の多

くは業務のなかでオンラインミーティング等を実施する機会は少なく、特に演習のような

参加型の研修には慣れていない現状が明らかとなった。当日のトラブルを回避するために

は、Zoom のスキルを身につける講座（プレセッション）を実施することも有効かもしれな

い。また、演習のロールプレイで実施する名前の変更手順書を事前に渡しておくなど、受講

生がよりスムーズに演習に参加できる工夫が必要である。 

 

３．知識テストの修正 

知識テストでは、正解率が 10％未満であった問題もあった一方で、研修前に 90%を超え

ている問題が 17/46 問あり、天井効果がみられた。特に正答率が高かった/低かった問題に

ついては、本年度の結果を講師に示し、例えば正答率 60%を目指して作成するなどの作問

基準を設ける、誤答にも気を配った作問例を示すといった工夫が必要である。 

 

４．インタラクティブな研修・交流の場の検討 

本事業参加者からは、情報・意見交換できる場が欲しいという意見が多く聞かれた。研修

修了者が在宅看取りケアについて継続的に学び続けるためには、受講生同士が繋がれる場

（プラットフォーム）の構築を検討していくことも必要だろう。さらに、悩み相談の場や同

じ地域の受講生同士で学び合える場にもなるような、フォローアップ研修を検討していく

ことも有用であると考える。 

 

５．フォローアップ研修の検討 

本事業は、受講生が「在宅看取りができそう」「在宅看取りをやってみよう」と思えるこ

とをゴールとしている。したがって、コミュニケーション技術演習（ロールプレイ）では初

回訪問場面に絞り、受講生には訪問看護師、利用者、家族の役を体験してもらった。次のス

テップとして、訪問介護員、介護支援専門員、医師などの役を体験しながら、多職種連携に
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ついて学び、地域連携に関する困難感を軽減できるようなフォローアップ研修を検討して

いきたい。 

 

６．指導者の役割の明確化 

本年度は講義の講師が演習のファシリテーターを担当したが、今後はファシリテーター

を担当できる指導者を養成していく予定である。初任者研修の修了生がファシリテーター

となることで、さらに研修での学びを深められるかもしれない。また、指導者は演習でファ

シリテーターの役割を担うだけでなく、地域の特性に応じた在宅看取りを推進するリー

ダーとしての役割も期待される。今後指導者に必要な資質や能力、指導者と初任者との関係

を明確にし、指導者用のプログラムを作成したい。 
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77
8-

70
09

 
 

 
□
上
記
内
容
を
全
て
理
解
し
、
初
任
者
研
修
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
し
ま
す
。

 
（
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
）

 
   

 

令令
和和

３３
年年

度度
訪訪

問問
看看

護護
師師

向向
けけ

在在
宅宅

看看
取取

りり
初初

任任
者者

研研
修修

モモ
デデ

ルル
事事

業業

研研
修修

おお
申申

込込
かか

らら
受受

講講
まま

でで
のの

流流
れれ

募募
集集

期期
間間

：：
22

00
22

11
年年

99
月月

66
日日

（（
月月

））
～～

９９
月月

11
66

日日
（（

木木
））

11
77

時時

おお
申申

込込
みみ

フフ
ォォ

ーー
ムム

よよ
りり

、、
おお

申申
込込

者者
情情

報報
（（

氏氏
名名

・・
連連

絡絡
先先

等等
））

をを
入入

力力
しし

、、
送送

信信
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。

おお
申申

込込

【【
申申

込込
受受

付付
メメ

ーー
ルル

】】
をを

ごご
登登

録録
ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
自自

動動
配配

信信
いい

たた
しし

まま
すす

。。
※※

  おお
申申

込込
みみ

後後
22

日日
経経

っっ
てて

もも
【【

申申
込込

受受
付付

メメ
ーー

ルル
】】

がが
届届

かか
なな

いい
場場

合合
はは

、、
初初

任任
者者

研研
修修

担担
当当

者者
（（

00
33

--
55

77
77

88
--
77

00
00

11
））

まま
でで

必必
ずず

ごご
連連

絡絡
くく

だだ
ささ

いい
。。

おお
申申

込込
のの

受受
付付

通通
知知

ここ
のの

時時
点点

でで
はは

受受
講講

確確
定定

しし
てて

いい
まま

せせ
んん

受受
講講

可可
否否

のの
通通

知知
99

月月
22

44
日日

（（
金金

））

受受
講講

のの
可可

否否
をを

ごご
登登

録録
ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
おお

知知
らら

せせ
いい

たた
しし

まま
すす

。。
※※

  募募
集集

定定
員員

はは
11

11
月月

、、
11

月月
のの

研研
修修

をを
合合

わわ
せせ

てて
22

00
00

名名
でで

すす
。。

定定
員員

をを
超超

ええ
るる

おお
申申

しし
込込

みみ
をを

いい
たた

だだ
いい

たた
場場

合合
はは

抽抽
選選

とと
なな

りり
まま

すす
。。

第第
11

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

99
月月

22
44

日日
（（

金金
））

第第
11

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

（（
WW

ee
bb

アア
ンン

ケケ
ーー

トト
））

をを
ごご

登登
録録

ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
おお

送送
りり

いい
たた

しし
まま

すす
。。

締締
めめ

切切
りり

はは
99

月月
22

99
日日

（（
水水

））
でで

すす
。。

※※
  期期

限限
まま

でで
にに

ごご
回回

答答
いい

たた
だだ

けけ
なな

いい
場場

合合
はは

自自
動動

キキ
ャャ

ンン
セセ

ルル
とと

なな
りり

まま
すす

のの
でで

ごご
注注

意意
くく

だだ
ささ

いい
。。

研研
修修

日日
程程

のの
確確

定定
11

00
月月

88
日日

（（
金金

））

ごご
参参

加加
いい

たた
だだ

くく
研研

修修
((３３

日日
間間

))  
のの

日日
程程

（（
11

11
月月

まま
たた

はは
11

月月
））

をを
ごご

登登
録録

ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
おお

知知
らら

せせ
いい

たた
しし

まま
すす

。。
※※

日日
程程

はは
抽抽

選選
とと

なな
りり

、、
どど

ちち
らら

かか
選選

ぶぶ
ここ

とと
はは

でで
きき

まま
せせ

んん
。。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
の
ご
受
講
に
は
、
Z
o
o
m
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事
前
に
Z
o
o
m
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
く
だ
さ
い
。

●
原
則
、
遅
刻
・
離
席
・
早
退
等
を
さ
れ
た
場
合
に
は
修
了
証
を
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
初
任
者
研
修
担
当
（
03

-5
77

8-
70

01
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【【
11

11
月月

のの
研研

修修
受受

講講
者者

】】

11
11

月月
研研

修修
11

11
//
22

11
（（

日日
））

11
11

//
22

33
（（

祝祝
））

11
11

//
22

77
（（

土土
））

※※
11

11
月月

中中
旬旬

にに
テテ

キキ
スス

トト
をを

郵郵
送送

いい
たた

しし
まま

すす
。。

第第
22

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

11
11

月月
22

77
日日

（（
土土

））

第第
22

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

（（
WW

ee
bb

アア
ンン

ケケ
ーー

トト
））

をを
ごご

登登
録録

ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
おお

送送
りり

いい
たた

しし
まま

すす
。。

回回
答答

期期
間間

はは
約約

11
週週

間間
でで

すす
。。

【【
11

月月
のの

研研
修修

受受
講講

者者
】】

11
月月

研研
修修

11
//
11

55
（（

土土
））

、、
11

//
11

66
（（

日日
））

、、
11

//
22

99
（（

土土
））

※※
11

月月
上上

旬旬
にに

テテ
キキ

スス
トト

をを
郵郵

送送
いい

たた
しし

まま
すす

。。

第第
33

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

11
月月

22
99

日日
（（

土土
））

第第
33

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

（（
WW

ee
bb

アア
ンン

ケケ
ーー

トト
））

をを
ごご

登登
録録

ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
おお

送送
りり

いい
たた

しし
まま

すす
。。

回回
答答

期期
間間

はは
約約

11
週週

間間
でで

すす
。。

第第
44

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

55
月月

下下
旬旬

頃頃

第第
44

回回
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

（（
WW

ee
bb

アア
ンン

ケケ
ーー

トト
））

をを
ごご

登登
録録

ee
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

にに
おお

送送
りり

いい
たた

しし
まま

すす
。。

回回
答答

期期
間間

はは
約約

11
週週

間間
でで

すす
。。
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 調調

査査
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

（（
11～～

55
回回

目目
））

  
  11..
  

アア
ンン

ケケ
ーー

トト
調調

査査
のの
構構

成成
  

 
1～

5
回
目
ア
ン
ケ
ー
ト
は
下
記
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。

 
  

Pa
rt

 1
 

Pa
rt

 2
 

Pa
rt

 3
 

Pa
rt

 4
 

Pa
rt

 5
 

Pa
rt

 6
 

1
回
目
調
査

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
 

2，
4
回
目
調
査

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
 

 
3
回
目
調
査

 
〇

 
 

 
 

 
 

5
回
目
調
査

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
 

〇
 

Pa
rt

 1
：
在
宅
看
取
り
ケ
ア
件
数

 
Pa

rt
 2
：
在
宅
看
取
り
ケ
ア
へ
の
態
度

 
Pa

rt
 3
：
在
宅
看
取
り
ケ
ア
の
知
識

 
Pa

rt
 4
：
教
育
・
研
修
経
験

 
Pa

rt
 5
：
事
業
参
加
者
の
属
性
・
参
加
動
機

 
Pa

rt
 6
：
研
修
の
実
践
へ
の
活
用

 
    PPaa

rrtt
11  

在在
宅宅
看看

取取
りり

ケケ
アア
件件

数数
  

1）
訪
問
看
護
師
に
な
っ
て
か
ら
臨
死
期
（
予
後

1
カ
月
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
時
期
）
に
あ
る
方
を
ケ
ア
し
た
経
験
の
お
よ
そ

の
人
数
に
つ
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

 
 
※

1～
5
回
目
調
査
共
通

 
 2）

12
月

1
日
か
ら

1
月

5
日
ま
で
に
臨
死
期
（
予
後

1
カ
月
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
時
期
）
に
あ
る
方
を
ケ
ア
し
た
、
お
よ

そ
の
人
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
※

3
回
目
調
査

 
 3）

12
月

1
日
か
ら

1
月

29
日
ま
で
に
臨
死
期
※
に
あ
る
方
を
ケ
ア
し
た
、
お
お
よ
そ
の
人
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
※

4
回
目
調
査

 
  4）

12
月

1
日
か
ら

5
月
〇
日
ま
で
に
臨
死
期
（
予
後

1
カ
月
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
時
期
）
に
あ
る
方
を
ケ
ア
し
た
、
お
よ

そ
の
人
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
※

5
回
目
調
査
（

G
ro

up
 A
）

 
 5）

2
月

1
日
か
ら

7
月
〇
日
ま
で
に
臨
死
期
（
予
後

1
カ
月
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
時
期
）
に
あ
る
方
を
ケ
ア
し
た
、
お
よ
そ

の
人
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
※

5
回
目
調
査
（

G
ro

up
 B

）
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 おお

申申
しし

込込
みみ

フフ
ォォ

ーー
ムム

  
 1.

 
訪

問
看
護

師
向

け
在
宅

看
取

り
初
任

者
研

修
モ
デ

ル
事

業
 

参
加

申
込

ペ
ー

ジ
を

お
読

み
い

た
だ

き
、

以
下

の
内

容
を
ご
確

認
く

だ
さ
い

。
以

下
全
て

に
該

当
す
る

方
の

み
お

申
込

み
い

た
だ

け
ま

す
。
（

☑
ボ

ッ
ク

ス
に

記
入

く
だ

さ
い
）

 
 1）

 訪
問
看
護

に
従

事
し

6
か
月

以
上

3
年
未

満
で
す

か
。

 
□

 は
い

 
2）

 在
宅
看
取

り
初

任
者
（

未
経

験
も
し

く
は

数
例
程

度
）

で
す

か
。

 
□

 は
い

 
3）

 所
属
部
署

の
管

理
者
の

推
薦

を
受
け

ま
し

た
か

（
同
じ
施
設
・
事
業
所
か
ら
の
推
薦
は

1
名
の
み
で
す
）
。

 
□

 は
い

 
4）

 全
て
の
ア

ン
ケ

ー
ト
に

回
答

で
き
ま

す
（
計

4
回
）
。

 
□

 は
い

 
5）

 訪
問
看
護

の
基

礎
的
な

研
修

を
受
講

し
た

こ
と
が

あ
り

ま
す

か
。

 
□

 （
訪
問
看

護
養

成
講
習

会
、

訪
問
看

eラ
ー
ニ
ン

グ
（

訪
問

看
護

基
礎

講
座

）
な

ど
）

 
6）

 1
1
月

ま
た
は

1
月
ど

ち
ら
で

も
受
講

可
能

で
す
か

。
 

11
月

21
日
（
日
）
、

23
日
（
祝
，
火
）
、

27
日
（
土
）
ま
た
は

1
月

15
日
（
土
）、

16
日
（
日
）、

29
日
（
日
）（

3
日
間
）

 
□

 は
い

 
 2.
 

受
講
者
の

情
報
を

ご
入

力
く
だ

さ
い

。
 

1）
 受

講
者
氏

名
（

必
須
）

 
2）

 受
講
者
名

カ
ナ

（
必
須

）
 

3）
 所

属
先
（

必
須

）
 

施
設
名
ま
た
は
事
業
所
名
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

 
4）

 メ
ー
ル
ア

ド
レ

ス
（
必

須
）

 
【

申
込
受

付
メ

ー
ル
】

を
送

信
し
ま

す
の

で
、
正

確
に

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。
 

5）
 連

絡
が
つ

く
電

話
番
号

（
携

帯
番
号

が
望

ま
し
い

）（
必

須
）

 
     

以
上

と
な

り
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
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良
い

こ
と

で
あ

る
。

 
22

. 死
に

ゆ
く

患
者

の
ケ

ア
に

お
い

て
は

、
家

族
も

ケ
ア

の
対

象
に

す
べ

き
で

あ
る

。
  

  
  

  
 1

  
 2

  
 3

  
 4

  
 5

 
23

. ケ
ア

提
供

者
は

、
死

に
ゆ

く
患

者
に

融
通

の
利

く
面

会
時

間
を

許
可

す
る

べ
き

で
あ

る
。

  
 1

  
 2

  
 3

  
 4

  
 5

 
24

. 死
に

ゆ
く

患
者

と
そ

の
家

族
は

意
思

決
定

者
と

し
て

の
役

割
を

担
う

べ
き

で
あ

る
。

  
  

  
 1

  
 2

  
 3

  
 4

  
 5

 
25

. 死
に

ゆ
く

患
者

の
場

合
、
鎮

痛
剤

へ
の

依
存

を
問

題
に

す
る

必
要

は
な

い
。

  
  

  
  

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

26
. 終

末
期

の
患

者
の

部
屋

に
入

っ
て

、
そ

の
患

者
が

泣
い

て
い

る
の

を
み

つ
け

た
ら

、
  

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

私
は

気
ま

ず
く

感
じ

る
。

 
27

. 死
に

ゆ
く

患
者

が
自

分
の

状
態

を
尋

ね
た

場
合

、
正

直
な

返
答

が
な

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
  

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
28

. 家
族

に
、
死

に
ゆ

く
こ

と
に

つ
い

て
教

育
を

す
る

こ
と

は
、
ケ

ア
提

供
者

の
責

任
で

は
な

い
。

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
  

  
 

29
. 死

に
ゆ

く
患

者
の

近
く

に
い

る
家

族
の

た
め

に
、
し

ば
し

ば
専

門
職

と
し

て
の

仕
事

が
  

  
 1

  
 2

  
 3

  
 4

  
 5

 
妨

げ
ら

れ
る

と
思

う
。

 
30

. .
ケ

ア
提

供
者

は
、
患

者
の

死
へ

の
準

備
を

助
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
31

. 私
は

在
宅

ケ
ア

チ
ー

ム
と

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

む
ず

か
し

い
。
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 1

  
 2

  
 3

  
 4

  
 5

 
32

. 死
に

ゆ
く

患
者

や
そ

の
家

族
に

死
亡

時
期

を
伝

え
る

こ
と

は
看

護
師

 
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

の
仕

事
で

は
な

い
と

思
っ

て
い

る
。

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
33

. 私
は

死
に

ゆ
く

患
者

や
そ

の
家

族
に

患
者

に
起

き
て

い
る

身
体

的
変

化
を

 
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

科
学

的
に

説
明

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
 

34
. 死

に
ゆ

く
患

者
や

そ
の

家
族

に
死

後
予

測
を

科
学

的
根

拠
を

も
っ

て
説

明
す

る
こ

と
は

 
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

難
し

い
。

 
35

. 私
は

医
師

に
死

に
ゆ

く
患

者
や

そ
の

家
族

に
起

き
て

い
る

変
化

を
私

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

 
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

結
果

を
踏

ま
え

て
報

告
す

る
こ

と
が

む
ず

か
し

い
。

 
 ※

1～
30

は
Fr

om
m

el
t
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
態
度
尺
度
、

31
～

35
は
在
宅
看
取
り
ケ
ア
へ
の
態
度
に
関
す
る
追
加
項
目
で

す
。
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 PPaa

rrtt
  22
  

在在
宅宅

看看
取取

りり
ケケ
アア

へへ
のの

態態
度度

 
1）

以
下
に
挙
げ
る
質
問
の
目
的
は
、
ケ
ア
提
供
者
が
死
に
ゆ
く
患
者
へ
の
か
か
わ
り
の
場
面
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
こ
と
を
感

じ
て

い
る
か
を
知

る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
全

て
の
文
は
、

死
に
ゆ
く
患

者
ま
た
は
そ

の
家
族
に
対

す
る
ケ
ア
に

関
係
す
る
も

の
で
す
。

 
「
死
に
ゆ
く
患
者
」
と
は
終
末
期
状
態
で
あ
り
、
余
命
が

6
ヶ
月
以
内
と
考
え
ら
れ
る
患
者
を
想
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
あ
な
た
自
身
の
お
考
え
に
最
も
よ
く
当
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
お
付
け
下
さ
い
。

35
項
目
全
て
に
ご
回
答
を
し
て
下
さ
い
。
 

※
「
ケ
ア
提
供
者
」
と
は
、
家
族
以
外
で
死
に
ゆ
く
患
者
の
ケ
ア
を
す
る
専
門
職
・
非
専
門
職
の
方
の
こ
と
で
す
。

 
 
（
尺
度
を
用
い
て
い
る
た
め
、
「
患
者
」
と
い
う
用
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。
）

 
     1.

 
死

に
ゆ
く

患
者

を
ケ
ア

す
る

こ
と
は

、
私

に
と
っ

て
価

値
の

あ
る

こ
と

で
あ

る
。

  
 

 
 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
2.

 
死

は
人
間

に
と

っ
て
起

こ
り

う
る
最

も
悪

い
こ
と

で
は

な
い

。
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
3.

 
死

に
ゆ
く

患
者

と
差
し

迫
っ

た
死
に

つ
い

て
話
を

す
る

こ
と

を
気

ま
ず

く
感

じ
る

。
 

  
 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
4.

 
家

族
に
対

す
る

ケ
ア
は

、
死

別
や
悲

嘆
の

時
期
を

通
し

て
継

続
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

  
  

 1
  

 2
  

 3
  

 4
  

 5
 

5.
 
私

は
死
に

ゆ
く

患
者
の

ケ
ア

を
し
た

い
と

は
思
わ

な
い

。
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
  

 2
  

 3
  

 4
  

 5
 

6.
 
ケ

ア
提
供

者
は

死
に
ゆ

く
患

者
と
死

に
つ

い
て
話

す
存

在
で

あ
る

べ
き

で
は

な
い

。
  

  
  

 1
  

 2
  

 3
  

 4
  

 5
 

7.
 
私

は
死
に

ゆ
く

患
者
へ

の
ケ

ア
に
時

間
を

か
け
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
き

で
は

な
い

。
  

  
  

 1
  

 2
  

 3
  

 4
  

 5
 

8.
 
私

が
ケ
ア

を
し

て
い
る

死
に

ゆ
く
患

者
が

、
き
っ

と
良

く
な

る
と

い
う

希
望

を
失

っ
た

ら
、
 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
私

は
動
揺

す
る

だ
ろ
う

。
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
9.

 
死

に
ゆ
く

患
者

と
親
密

な
関

係
を
築

く
こ

と
は
難

し
い

。
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
  

 2
  

 3
  

 4
  

 5
 

10
. 死

に
ゆ
く

患
者

が
、
死

を
迎

え
入
れ

る
時

が
あ
る

。
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

11
. 患

者
か
ら
「
私

は
死
ぬ

の
？
」
と
聞
か
れ

た
場
合
、
私

は
話

題
を

何
か

明
る

い
も

の
に

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

変
え
る
の

が
最

も
良
い

と
思

う
。

 
12

. 死
に
ゆ
く

患
者

の
身
体

的
ケ

ア
に
は

、
家

族
に
も

関
わ

っ
て

も
ら

う
べ

き
だ

。
  

  
  

  
  
 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
13

. 私
が
ケ
ア

を
し

て
き
た

患
者

は
、
自

分
の

不
在
の

時
に

亡
く

な
っ

て
欲

し
い

。
  

  
  

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

14
. 私

は
死
に

ゆ
く

患
者
と

親
し

く
な
る

こ
と

が
怖
い
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

15
. 私

は
人
が

実
際

に
亡
く

な
っ

た
時
、
逃
げ

出
し
た

い
気

持
ち

に
な

る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

16
. 死

に
ゆ
く

患
者

の
行
動

の
変

化
を
受

け
入

れ
る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
  

  
  

  
  

  
  

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
家

族
は
心

理
的

な
サ
ポ

ー
ト

を
必
要

と
し

て
い
る

。
 

17
. 患

者
の
死

が
近

づ
く
に

つ
れ

て
、
ケ
ア
提

供
者
は

患
者

と
の

関
わ

り
を

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
  

 2
  

 3
  

 4
  

 5
 

少
な
く
す

る
べ

き
で
あ

る
。

 
18

. 家
族
は
死

に
ゆ

く
患
者

が
残

さ
れ
た

人
生

を
最
良

に
過

ご
せ

る
よ

う
に

関
わ

る
べ

き
で

あ
る

。
 1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
19

. 死
に
ゆ
く

患
者

の
身
体

的
ケ

ア
に
関

す
る

患
者
自

身
の

要
求

は
、
認

め
る

べ
き

で
は

な
い

。
 

1 
  

2 
  

3 
  

4 
  

5 
20

. 家
族
は
、

死
に

ゆ
く
患

者
が

で
き
る

限
り

普
段
通

り
の

環
境

で
過

ご
せ

る
よ

う
に

す
る

べ
き

だ
。

 
1 

  
2 

  
3 

  
4 

  
5 

21
. 死

に
ゆ
く

患
者

が
自
分

の
気

持
ち
を

言
葉

に
表
す

こ
と

は
、
そ

の
患

者
に

と
っ

て
  

  
  

  
 1

  
 2

  
 3

  
 4

  
 5

 

非 常 に そ う 思 う

 

そ う 思 う

 

ど ち ら と も 言 え な い

 

そ う 思 わ な い

 

全 く そ う は 思 わ な い
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 3）

あ
な

た
が
、
普

段
、
終

末
期

患
者

に
対

し
て

行
っ

て
い

る
ケ

ア
を

振
り

返
り

、
以

下
の

よ
う

な
こ

と
を

ど
の

く
ら

い
お

感
じ

に
な

り
ま

す
か

。
そ

れ
ぞ

れ
最

も
近

い
番

号
ひ

と
つ

に
〇

を
お

つ
け

く
だ

さ
い

。
 

思 わ な い 

た ま に 思 う 

時 々 思 う 

よ く 思 う 
非 常 に よ く 思 う 

 
【

症
状

緩
和

】
 

 
 

が
ん

性
疼

痛
を

緩
和

す
る

方
法

の
知

識
が

不
足

し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

呼
吸

困
難

や
消

化
器

症
状

を
緩

和
す

る
方

法
の

知
識

が
不

足
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

症
状

緩
和

に
つ

い
て

、
必

要
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
て

い
な

い
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
【

医
療

者
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
 

 
 

医
師

・
看

護
師

間
で

、
症

状
に

対
す

る
評

価
方

法
が

一
致

し
て

い
な

い
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

医
師

・
看

護
師

間
で

、
症

状
緩

和
の

た
め

の
一

貫
し

た
目

標
を

設
定

す
る

こ
と

が
難

し
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

医
師

・
看

護
師

間
で

、
症

状
緩

和
に

関
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

難
し

い
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
【

患
者

・
家

族
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
 

 
 

患
者

か
ら

不
安

を
表

出
さ

れ
た

と
き

対
応

が
難

し
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

家
族

か
ら

不
安

を
表

出
さ

れ
た

と
き

対
応

が
難

し
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

患
者

が
悪

い
知

ら
せ

（
告

知
な

ど
）

を
受

け
た

後
、

声
の

か
け

方
が

難
し

い
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
【

地
域

連
携

】
 

 
 

患
者

が
、
在

宅
療

養
に

移
行

す
る

た
め

の
、
病

院
、
診

療
所

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
等

と
の

間
で

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ス
が

な
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

患
者

の
在

宅
療

養
に

関
す

る
情

報
を

得
る

こ
と

が
難

し
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

病
院

、
診

療
所

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

等
と

の
間

で
、

情
報

共
有

が
難

し
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
【

看
取

り
と

家
族

ケ
ア

】
  

 
 

終
末

期
ケ

ア
に

関
す

る
家

族
ケ

ア
に

困
難

を
感

じ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

終
末

期
ケ

ア
に

関
し

て
、

家
族

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

家
族

に
患

者
が

死
に

ゆ
く

過
程

を
教

え
る

の
は

困
難

で
あ

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

在
宅

で
患

者
の

看
取

り
を

援
助

す
る

困
難

を
感

じ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

死
に

ゆ
く

患
者

を
介

護
す

る
家

族
を

支
え

る
こ

と
が

困
難

と
感

じ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

家
族

が
在

宅
で

の
看

取
り

に
対

し
て

不
安

を
表

出
し

た
と

き
、

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
が

難
し

い
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
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 2）

あ
な

た
が
、
現
在

、
終
末

期
患
者

に
対

し
て

、
以
下

の
こ

と
を

ど
の

よ
う

に
お

感
じ

に
な
り
ま

す
か

。
そ
れ

ぞ
れ

最
も
近

い
番

号
ひ
と

つ
〇

を
お
つ

け
く

だ
さ

い
。

 

思 わ な い 

た ま に 思 う 

時 々 思 う 

よ く 思 う 

非 常 に よ く 思 う 

 
【

終
末
期

ケ
ア

に
対
す

る
自

信
】

 

 
 

私
は
患
者

や
家

族
が
希

望
し

た
場
合

、
終

末
期
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

自
信

が
あ

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

私
は
患
者

や
家

族
が
希

望
し

た
場
合

、
患

者
が
最

期
ま

で
苦

痛
を

最
小

限
に

在
宅

療
養
で
き

る
よ

う
援
助

す
る

自
信
が

あ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

私
は
患
者

や
家

族
が
希

望
し

た
場
合

、
在

宅
で
看

取
る

自
信

が
あ

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
【

医
師
と

の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

へ
の

自
信
】

 

 
 

私
は
往
診

医
あ

る
い
は

病
院

の
主
治

医
と

う
ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

自
信
が
あ

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

私
は
往
診

医
あ

る
い
は

病
院

の
主
治

医
と

信
頼
関

係
を

作
る

自
信

が
あ

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

私
は
往
診

医
あ

る
い
は

病
院

の
主
治

医
と

連
携
し

て
患

者
の

看
取

り
を

行
う

自
信

が
あ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
【

終
末
期

ケ
ア

に
対
す

る
意

欲
】

 

 
 

私
は
終
末

期
の

在
宅
療

養
に

積
極
的

に
関

わ
り
た

い
と

思
う

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

私
は
終
末

期
に

患
者
が

苦
痛

を
最
小

限
に

過
ご
せ

る
援

助
を

し
た

い
と

思
う

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

私
は
在
宅

で
の

看
取
り

に
積

極
的
に

関
わ

り
た
い

と
思

う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
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 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

8 
多

様
な

療
養

場
所

に
お

け
る

連
携

に
つ

い
て
、「

正
し
い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。
 

施
設
は
居
宅
で
な
い
の
で
、
訪
問
看
護
と
は
連
携
で
き
な
い

 

療
養
者
の
生
活
を
医
療
中
心
に
支
え
る
こ
と
が
出
来
る

 

療
養
者
が
馴
染
み
の
あ
る
住
ま
い
で
最
期
ま
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

 

施
設
職
員
が
訪
問
看
護
師
の
指
示
通
り
に
動
け
ば
良
い

 

9 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

に
つ

い
て
、「

適
切
な
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。
 

終
末
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
相
手
の
言
動
に
着
目
す
る

 

傾
聴
と
は
相
手
の
訴
え
を
と
こ
と
ん
聞
く
こ
と
で
あ
る

 

自
分

の
価

値
観

は
お

い
て

相
手

の
気

持
ち

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

大

切
 

話
を
聞
く
と
き
に
は
少
し
だ
け
先
読
み
し
て
誘
導
す
る

 

10
 

「
話
す
（
伝
え
る
）
技
術
」
と
「
聞
く
（
引

き
出
す
）
技
術
」
に
つ
い
て
、「

適
切
で

な
い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

開
か

れ
た

質
問

よ
り

も
閉

じ
た

質
問

を
用

い
、

相
手

を
混

乱
さ

せ
な

い

よ
う
に
す
る

 
言

っ
て

い
る

こ
と

を
要

約
し

て
返

す
こ

と
で

、
相

手
は

気
持

ち
が

整
理

で
き
る

 
共

感
し

て
も

ら
え

た
と

感
じ

る
と

相
手

が
自

分
の

想
い

な
ど

を
内

省
で

き
る

 
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
に

伝
え

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
 

11
 

細
胞
レ
ベ
ル
の
老
化
に
つ
い
て
、「

正
し

い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 
細
胞
は
分
裂
を
繰
り
返
す
と
、
核
が
な
く
な
る

 

紫
外
線
は
細
胞
自
体
に
は
影
響
し
な
い

 

幹
細
胞
の
機
能
が
低
下
す
る

 

老
化
し
た
細
胞
は
そ
の
ま
ま
消
え
て
い
く

 

12
 

死
に

ゆ
く

過
程

で
の

脱
水

に
つ

い
て

、

「
正
し
い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 
脱
水
は
必
ず
改
善
す
る
た
め
に
点
滴
が
必
要
で
あ
る

 

生
命
予
後
に
影
響
す
る

 

腫
瘍
の
周
囲
の
浮
腫
が
軽
減
す
る

 

脱
水
に
よ
り
胃
液
な
ど
が
増
え
る

 

13
 

 
が

ん
の

療
養

者
の

死
の

軌
跡

に
つ

い

て
、「

間
違
っ
て
い
る
も
の
」
を
選
び
な

さ
い
。

 

比
較
的
機
能
が
保
た
れ
急
激
に
変
化
す
る

 

死
亡

1
か
月
間
前
に
は
痛
み
が
出
現
し
や
す
い

 

死
亡
数
日
前
に
は
不
穏
は
な
い

 

死
亡

1
か
月
前
か
ら
、
全
身
倦
怠
感
、
不
眠
な
ど
の
身
体
症
状
が
増
加

す
る

 
14

 
慢

性
閉

塞
性

呼
吸

疾
患

を
有

す
る

方
が

１
年

以
内

に
死

亡
す

る
リ

ス
ク

要
因

と

し
て
、「

間
違
っ
て
い
る
も
の
」
を
選
び

な
さ
い
。

 

AD
L
能
力
が
低
下
し
、
数
歩
し
か
歩
け
な
い
状
態
で
あ
る

 

右
心
不
全
お
よ
び
ほ
か
の
慢
性
疾
患
に
同
時
に
り
患
し
て
い
る

 

中
高
年
で
あ
る

 

未
婚
で
あ
る

 

15
 

疼
痛

に
つ

い
て

「
正

し
い

も
の

」
を

選
侵
害
受
容
性
疼
痛
に
は
、
神
経
障
害
性
疼
痛
と
内
臓
痛
が
あ
る

 

参
考
資
料

3 

 
 PPaa

rrtt
  33
  

在在
宅宅

看看
取取

りり
ケケ

アア
のの

知知
識識

  
問
い

 
設
問

 
選
択
肢

 

1 
在

宅
看

取
り

の
社

会
的

ニ
ー

ズ
の

説
明

の
う

ち
「

不
適

切
な

も
の

」
を

選
び

な

さ
い
。

 

75
歳
以
上
人
口
の
割
合
が
増
加
す
る

 

最
後
を
迎
え
る
場
と
し
て
自
宅
の
希
望
が
約

3
割
あ
る

 

高
齢
者
を
含
む
三
世
代
世
帯
が
多
く
在
宅
看
取
り
に
十
分
対
応
で
き
る

 

20
40

年
に
死
亡
者
数
は
約

17
0
万
人
と
な
る

 

2 
在

宅
看

取
り

に
関

連
し

た
報

酬
の

説
明

の
う

ち
「

不
適

切
な

も
の

」
を

選
び

な

さ
い
。

 

介
護
保
険
の
要
支
援
者
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
は
算
定
で
き
な
い

 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

２
は

看
取

り
介

護
加

算
を

算
定

し

た
場
合
で
あ
る

 
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

に
は

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
加

算
が

設
定

さ
れ
て
い
る

 

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
の

算
定

は
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

に
限

ら

れ
る

 

3 
在

宅
看

取
り

の
全

期
間

を
通

じ
て

関
わ

る
職

種
と

訪
問

看
護

師
が

共
有

す
る

情

報
で

「
誤

っ
て

い
る

も
の

」
を

選
び

な

さ
い
。

 

提
供
さ
れ
て
い
る
医
療

 

今
後
予
測
さ
れ
る
身
体
変
化
や
心
理
症
状

 

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
介
護
者
の
心
身
の
状
態

 

家
族
の
「
今
」
の
目
標
や
生
活
の
仕
方
へ
の
希
望
を
優
先

 

4 
在

宅
看

取
り

に
関

わ
る

職
種

に
共

通
す

る
役

割
で

「
誤

っ
て

い
る

も
の

」
を

選

び
な
さ
い
。

 

療
養

者
と

家
族

の
療

養
の

目
標

や
看

取
り

へ
の

意
向

を
継

続
的

に
確

認

す
る

 
職
種
ご
と
の
役
割
と
支
援
内
容
を
把
握
せ
ず
、
連
携
を
図
る

 

今
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
に

対
処

し
、

将
来

に
向

け
て

の
対

応
を

準
備

す

る
 

多
職
種
が
相
互
に
連
携
・
補
完
し
あ
い
、
療
養
者
の
状
況
に
対
応
し
た
医

療
と
介
護
を
提
供
す
る

 
5  

訪
問

看
護

師
が

在
宅

看
取

り
で

関
わ

る

職
種

と
連

携
す

る
時

の
留

意
点

と
し

て

「
誤
っ
て
い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。
 

利
用
者
や
家
族
の
意
向
や
療
養
方
針
を
共
有
す
る

  

組
織
が
事
業
所
毎
に
異
な
る
た
め
意
図
的
に
情
報
交
換
を
す
る

 

臨
死
期
に
は
看
取
り
が
近
づ
い
た
身
体
の
兆
候
を
共
有
す
る

 

看
取
り
へ
の
支
援
を
各
職
種
に
任
せ
る

 

6 
臨

死
期

の
連

携
の

ポ
イ

ン
ト

で
「

誤
っ

て
い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 
看
取
り
の
支
援
体
制
を
多
職
種
と
共
有
す
る

 

家
族
の
予
期
悲
嘆
に
は
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
増
量
す
る
必
要
は
な
い

 

臨
死
期
の
身
体
の
変
化
の
特
徴
と
対
応
を
多
職
種
と
共
有
す
る

 

看
取
り
経
験
の
少
な
い
職
種
へ
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

 

7 
報

酬
算

定
上

訪
問

看
護

を
提

供
で

き
る

看
取
り
の
場
と
し
て
、「

適
切
で
な
い
も

の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

 

介
護
老
人
保
健
施
設
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参
考
資
料

3 

 
 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

か
。

 
白
血
球
数

 

22
 

苦
痛

症
状

が
一

番
強

く
な

り
、

特
に

全

身
倦

怠
感

が
強

く
な

り
、

身
の

置
き

所

の
な

い
よ

う
な

状
態

と
な

っ
た

場
合

、

一
般

的
に

予
後

は
「

ど
の

程
度

」
と

考

え
ら
れ
る
の
か
？

 
 

数
ヶ
月
程
度

 

数
週
間

 

数
日

 

数
時
間

 

23
 

呼
吸

困
難

感
が

出
現

し
た

と
き

に
ど

の

よ
う

な
看

護
を

し
ま

す
か

？
「

正
し

い

も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

本
人
が
外
の
風
に
当
た
り
た
い
と
い
う
の
で
、
外
出
し
て
み
る

 

本
人

が
風

に
当

た
り

た
い

と
い

う
が

医
師

の
指

示
が

な
い

の
で

で
き

な

い
と
い
う

 
呼
吸
困
難
感
は
、
気
の
せ
い
だ
と
伝
え
る

 

酸
素
飽
和
度
が

96
％
な
の
で
呼
吸
困
難
感
は
な
い
は
ず
と
説
明
す
る

 

24
 

肺
が

ん
の

療
養

者
が

余
命

わ
ず

か
で

す
。

煙
草

を
吸

わ
せ

て
ほ

し
い

と
言

わ

れ
た

と
き

に
ど

の
よ

う
な

対
応

を
し

ま

す
か

？
「

も
っ

と
も

あ
り

得
る

も
の

」

を
選
び
な
さ
い
。

 

肺
が
ん
で
煙
草
は
、
ダ
メ
で
す
と
伝
え
禁
煙
さ
せ
る

 

火
事

に
な

ら
な

い
よ

う
に

環
境

整
備

を
し

て
吸

っ
て

い
た

だ
く

か
検

討

す
る

 
あ
の
世
に
逝
っ
て
か
ら
い
く
ら
で
も
吸
っ
て
く
だ
さ
い
と
答
え
る

 

家
に
あ
る
煙
草
を
箱
ご
と
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る

 

25
 

一
緒

に
遺

影
の

写
真

を
選

ん
で

も
ら

い

た
い

と
言

わ
れ

た
と

き
に

ど
の

よ
う

な

対
応

を
し

ま
す

か
？

「
間

違
っ

て
い

る

も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

写
真
を
見
な
が
ら
思
い
出
話
を
聴
き
一
緒
に
探
す

 

家
族
も
含
め
共
に
泣
き
・
笑
い
な
が
ら
写
真
を
見
て
探
す

 

看
護
は
、
写
真
探
し
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
と
断
る

 

楽
し

か
っ

た
写

真
を

み
て

説
明

し
て

も
ら

い
な

が
ら

生
き

て
き

た
人

生

を
傾
聴
す
る

 
26

 
内

服
薬

を
飲

も
う

と
す

る
時

に
、

錠
剤

を
つ

ま
む

こ
と

が
で

き
ず

落
と

し
て

し

ま
う

。
そ

の
よ

う
な

時
に

は
、

ど
の

よ

う
な

関
わ

り
方

を
し

ま
す

か
？

「
正

し

い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
と
注
意
す
る

 

落
と
す
の
は
、
注
意
が
散
漫
だ
か
ら
よ
と
注
意
す
る

 

飲
み
薬
を
中
止
し
て
も
ら
う

 

一
包
化
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
医
に
お
願
い
す
る

 

27
 

発
達

段
階

に
よ

る
在

宅
看

取
り

ケ
ア

に

お
い

て
「

正
し

い
も

の
」

を
選

び
な

さ

い
。

 

発
達
段
階
的
に
小
児
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
は
軽
度
で
あ
る

 

子
ど
も
は
成
長
に
伴
う
機
能
拡
大
に
よ
っ
て
療
育
の
負
担
が
減
る

 

AY
A
世

代
は
１
５
歳
～
３
９
歳
ま
で
を
い
う

 

小
児

の
意

思
決

定
支

援
で

は
、

親
権

を
持

つ
親

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と

が
も
っ
と
も
重
要
と
な
る

 

28
 

小
児
の
ケ
ア
に
つ
い
て
「
正
し
い
も
の
」

を
選
び
な
さ
い
。

 
言

葉
が

話
せ

な
い

発
達

段
階

の
子

ど
も

の
場

合
、

子
ど

も
の

意
思

は
考

慮
す
る
べ
き
で
は
な
い

 
子

ど
も

は
判

断
力

が
十

分
で

は
な

い
為

、
子

ど
も

の
最

善
利

益
は

親
と

医
療
関
係
者
で
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

 
子

ど
も

に
は

命
が

守
ら

れ
成

長
で

き
る

権
利

が
あ

る
為

、
医

療
を

受
け

参
考
資
料

3 

 
 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

び
な
さ
い
。

 
3
段

階
除
痛
ラ
ダ
ー
で
は
痛
み
の
増
強
時
は

N
SA

ID
ｓ
か
ら
オ
ピ
オ
イ

ド
に
変
更
す
る

 
心
不
全
や
腎
不
全
の
疼
痛
で
は

N
SA

ID
ｓ
は
慎
重
に
用
い
る

 

ｱ
ｾ
ﾄ
ｱ
ﾐ
ﾉ
ﾌ
ｪ
ﾝ
は

一
定

の
量

使
え

ば
N

SA
ID

ｓ
と

同
等
の
鎮

痛
効

果
が
あ

る
 

16
 

医
療
用
麻
薬
に
つ
い
て
「
正
し
い
も
の
」

を
選
び
な
さ
い
。

 
非

が
ん

性
疼

痛
に

対
し

て
オ

ピ
オ

イ
ド

を
投

与
す

る
際

は
、

レ
ス

キ
ュ

ー
を
必
ず
処
方
し
て
お
く

 
オ

ピ
オ

イ
ド

の
定

期
薬

と
レ

ス
キ

ュ
ー

は
同

じ
種

類
を

用
い

な
く

て
は

な
ら
な
い

 
非

が
ん

疾
患

で
は

、
オ

ピ
オ

イ
ド

の
投

与
量

は
モ

ル
ヒ

ネ
塩

酸
塩

換
算

で
 6

0m
g/
日
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る

 
全

て
の

オ
ピ

オ
イ

ド
の

内
服

か
ら

注
射

剤
へ

の
変

更
は

、
投

与
量

を
１

／
２
と
す
る

 
17

 
呼

吸
症

状
に

つ
い

て
「

正
し

い
も

の
」

を
選
び
な
さ
い
。

 
が

ん
の

呼
吸

困
難

で
は

原
因

に
関

わ
ら

ず
、

第
一

選
択

は
モ

ル
ヒ

ネ
の

投
与
で
あ
る

 
呼
吸
困
難
に
対
し
て
最
も
有
効
な
オ
ピ
オ
イ
ド
は
モ
ル
ヒ
ネ
で
あ
る

 

気
道

分
泌

物
に

よ
る

呼
吸

苦
や

痰
に

も
オ

ピ
オ

イ
ド

が
第

一
選

択
と

な

る
 

真
性

死
前

喘
鳴

は
、

気
道

病
変

か
ら

の
分

泌
物

の
増

加
に

よ
っ

て
起

こ

る
 

18
 

が
ん
悪
液
質
に
つ
い
て
「
正
し
い
も
の
」

を
選
び
な
さ
い
。

 
が
ん
悪
液
質
は
前
悪
液
質
か
ら
、
悪
液
質
、
不
応
性
悪
液
質
へ
と
進
行
し

て
い
く

 
ス
テ
ロ
イ
ド
は
全
て
の
時
期
の
悪
液
質
に
有
効
で
あ
る

 

悪
液
質
は
が
ん
以
外
の
疾
患
で
は
発
生
し
な
い

 

が
ん
悪
液
質
で
は
筋
肉
と
脂
肪
の
喪
失
は
必
発
で
あ
る

 

19
 

臨
床

推
論

の
方

法
と

し
て

「
不

適
切

な

も
の
」
は
ど
れ
か
。

 
パ
タ
ー
ン
認
識

 

仮
説
演
繹
法

 

PC
R
法

 

徹
底
的
検
討
法

 

20
 

早
期

死
亡

前
兆

候
と

し
て

「
不

適
切

な

も
の
」
は
ど
れ
か
。

 
PS

の
低
下

 

鼻
唇
溝
（
ほ
う
れ
い
線
）
の
低
下

 

水
分
の
嚥
下
困
難

 

意
識
レ
ベ
ル
の
低
下

 

21
 

Ｐ
Ｐ

Ｉ
（

Pa
lli

at
iv

e 
Pr

og
no

st
ic 

In
de

x：
短
期
的
な
予
後
を
予
測
す
る
指

標
）
の
項
目
で
は
「
な
い
も
の
」
は
ど
れ

PP
S（

Pa
lli

at
iv

e 
Pe

rf
or

m
an

ce
 S

ca
le
）

 

せ
ん
妄

 

経
口
摂
取
量
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参
考
資
料

3 

 
 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

看
護
師
に
も
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る

 

デ
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

は
、

看
護

計
画

や
看

護
の

質
を

振
り

返
る

こ

と
が
で
き
る

 
在

宅
看

取
り

に
お

い
て

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

と
は

、
遺

族
ケ

ア
の

こ
と

で
あ

る
 

36
 

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

の
方

法
と

し
て

「
誤

っ

て
い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 
身
体
的
な
苦
痛
症
状
の
緩
和
よ
り
精
神
的
支
援
を
優
先
す
る

 

一
度
だ
け
で
な
く
局
面
ご
と
に
家
族
の
意
思
決
定
支
援
が
必
要
で
あ
る

 

家
族

が
悔

い
が

残
ら

ぬ
よ

う
本

人
と

接
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

支

援
す
る

 
看

取
り

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

使
っ

て
、

今
後

起
き

る
こ

と
を

説
明

す
る

こ
と
が
あ
る

 
37

 
死
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
「
正
し
い
も
の
」

を
選
び
な
さ
い

 
死
後
の
ケ
ア
は
看
護
師
の
み
で
行
う

 

医
師
以
外
の
他
の
職
種
へ
の
連
絡
は
し
な
く
て
よ
い

 

最
後

の
表

情
は

家
族

の
記

憶
に

残
る

た
め

、
て

い
ね

い
に

整
え

る
こ

と

が
大
切
で
あ
る

 
家
族
や
訪
問
看
護
師
が
死
亡
確
認
す
る
こ
と
は
な
い

 

38
 

死
亡

確
認

時
の

対
応

に
つ

い
て

「
誤

っ

て
い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 
本
人
、
家
族
の
看
取
り
の
場
所
に
つ
い
て
の
希
望
を
確
認
し
て
お
く

 

死
亡

診
断

書
に

記
入

さ
れ

る
死

亡
時

刻
は

医
師

の
確

認
し

た
時

間
だ

け

で
あ
る

 
医
師
の
到
着
が
す
ぐ
で
な
い
場
合
は
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

 

死
亡
診
断
書
は
医
師
が
記
載
す
る

 

39
 

訪
問

看
護

師
と

し
て

文
化

的
配

慮
で

「
正
し
い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 
文
化
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
は
多
岐
に
わ
た
る

 

日
本

は
単

一
文

化
の

た
め

、
日

本
人

利
用

者
は

大
体

同
じ

価
値

観
を

持

っ
て
い
る

 
在

宅
看

取
り

に
は

医
療

者
が

多
く

関
わ

る
た

め
介

護
職

の
文

化
は

理
解

し
な
く
て
も
良
い

 
世

間
話

の
中

で
文

化
的

背
景

に
関

わ
る

こ
と

が
あ

っ
た

が
記

録
に

残
さ

な
か
っ
た

 
40

 
訪

問
看

護
で

の
外

国
人

利
用

者
に

つ
い

て
「
正
し
い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 
訪
問
看
護
の
利
用
者
で
外
国
人
は
ま
れ
で
あ
る

 

家
族
に
通
訳
を
し
て
も
ら
い
、
本
人
の
気
持
ち
を
聴
く

 

外
国

人
の

看
取

り
文

化
は

分
か

ら
な

い
の

で
で

き
る

だ
け

日
本

文
化

に

合
わ
せ
て
も
ら
う

 
利
用
者
へ
で
き
る
だ
け
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
で
関
わ
る

 

41
 

在
宅

看
取

り
で

の
訪

問
看

護
師

の
倫

理

的
感

受
性

を
高

め
る

た
め

に
「

誤
っ

て

い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 

看
取
り
に
関
す
る
勉
強
会
に
参
加
す
る

 
利

用
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

苦
手

な
の

で
、

看
取

り
ケ

ア
か

ら
は
外
し
て
も
ら
う

 
亡

く
な

っ
た

利
用

者
の

事
例

を
通

し
て

自
分

の
モ

ヤ
モ

ヤ
を

語
り

多
く

参
考
資
料

3 

 
 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

る
こ
と
を
優
先
す
る

 

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
１
９
９
０
年
に
国
際
条
約
と
し
て
、
日
本
で
は

１
９
９
４
年
に
発
効
さ
れ
、
１
～
４
０
条
ま
で
あ
る

 
29

 
ア

ド
バ

ン
ス

・
ケ

ア
・

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

「
正

し
い

も
の

」
を

選
び

な

さ
い
。

 

多
職

種
が

揃
っ

た
場

で
意

思
確

認
出

来
た

場
合

は
、

改
め

て
意

向
を

確

認
す
る
必
要
は
な
い

 
意
志
や
意
向
を
確
認
す
る
の
は
、
病
状
が
進
行
し
た
時
の
み
で
よ
い

 
本

人
が

意
思

表
示

で
き

な
い

場
合

は
、

関
係

者
の

意
見

の
み

で
方

針
を

決
定
す
る

 
終
末
期
患
者
の
７
０
％
が
意
思
決
定
が
困
難
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る

 
30

 
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

・
ケ

ア
の

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

「
誤

っ

て
い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

方
針
決
定
は
、
本
人
の
意
思
決
定
が
基
本
の
為
、
本
人
の
意
思
が
確
認
で

き
る

場
合

は
、

話
し

合
い

を
行

わ
な

く
て

も
方

針
を

決
定

す
る

こ
と

が

で
き
る

 
本

人
の

意
思

が
確

認
で

き
な

い
場

合
、

本
人

に
と

っ
て

最
善

の
方

針
を

医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
で
判
断
す
る

 
方
針
を
検
討
す
る
話
し
合
い
に
は
、
介
護
従
事
者
も
参
加
す
る

 
家

族
間

で
意

見
が

ま
と

ま
ら

な
い

場
合

は
、

複
数

の
専

門
家

で
構

成
す

る
話
し
合
い
の
場
で
検
討
す
る

 
31

 
看

取
り

期
に

あ
る

療
養

者
の

家
族

の
予

期
悲

嘆
に

対
す

る
ケ

ア
で

「
正

し
い

も

の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

最
期
の
時
が
近
い
こ
と
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る

 

こ
れ
か
ら
の
病
状
変
化
に
つ
い
て
は
説
明
し
な
い

 

感
情
を
表
出
す
る
こ
と
が
良
い
と
伝
え
る

 

積
極
的
に
励
ま
す

 

32
 

死
が

近
い

と
思

わ
れ

る
療

養
者

の
夫

か

ら
「

こ
の

ま
ま

家
で

看
取

っ
て

あ
げ

た

い
が

不
安

で
」

と
相

談
が

あ
っ

た
。

夫

へ
の

対
応

で
「

正
し

い
も

の
」

を
選

び

な
さ
い
。

 

何
か
あ
っ
た
時
は
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う
説
明
す
る

 

看
取
り
ま
で
に
予
想
さ
れ
る
症
状
を
夫
へ
伝
え
て
お
く

 

毎
日
血
圧
を
測
っ
て
看
護
師
に
知
ら
せ
る
よ
う
伝
え
る

 

積
極
的
に
励
ま
す

 

33
 

本
人

の
意

思
が

確
認

で
き

な
い

場
合

に

訪
問

看
護

師
が

行
う

家
族

の
意

思
決

定

支
援

に
つ

い
て

「
誤

っ
て

い
る

も
の

」

を
選
び
な
さ
い
。

 

本
人
の
事
前
の
意
思
表
示
が
な
か
っ
た
か
家
族
に
確
認
す
る

 

家
族
の
希
望
を
含
め
、
思
い
を
引
き
出
す

 

医
師
の
決
め
た
方
針
が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
家
族
に
伝
え
る

 

家
族
と
多
職
種
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
の
場
を
持
つ

 

34
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
家

族
の

心
構

え

に
つ

い
て

「
誤

っ
て

い
る

も
の

」
を

選

び
な
さ
い
。

 

患
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
と
い
う
思
い

 

最
期
ま
で
患
者
の

Q
O

L
を
大
切
に
す
る
と
い
う
思
い

 

在
宅
で
看
取
る
覚
悟

 

絶
対
に
方
針
を
変
え
な
い
と
い
う
強
い
意
思

 

35
 

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

に
つ

い
て

「
誤

っ
て

い

る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 
グ
リ
ー
フ
と
は
、
大
切
な
も
の
を
亡
く
し
た
強
い
悲
し
み
、
悲
嘆
の
こ
と

で
あ
る
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参
考
資
料

3 

 
 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

い
。

 
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

の
提

供
に

つ
い

て
、

利
用

者
の

身
体

状
況

の
変

化
等

必
要
な
事
項
が
適
切
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

 
厚
生
労
働
省
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
の
内
容
を
踏
ま
え
ず
、
事
前
指
示
を
優

先
し
て
記
載
し
て
い
る
こ
と

 
    P Paa

rrtt
  44
  

教教
育育

・・
研研

修修
経経
験験

  
・
こ

れ
ま
で
に
緩

和
ケ
ア
や
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ

イ
フ
ケ
ア
に

関
す
る
教
育

や
研
修
を
お

よ
そ
何
時
間

く
ら
い
受
け

た
事
が
あ
り
ま

す
か
。
（
本
研
修
を
除
く
）
も
っ
と
も
近
い
と
思
う
番
号
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 
※

2、
4
回
目
調
査

 
1.

 な
し
 
 

2.
 4

時
間
以
内
 
 

3.
  

5～
9
時
間
以
内
 
 

4.
 1

0～
19

時
間
以
内
 
 

5.
 2

0
時
間
以
上

 
 ・
訪

問
看
護
師
に

な
っ
て
か
ら

、
こ
れ
ま
で

に
緩
和
ケ
ア

や
エ
ン
ド
オ

ブ
ラ
イ
フ
ケ

ア
に
関
す
る

教
育
や
研
修

を
お
よ
そ
何
時

間
く
ら
い
受
け
た
事
が
あ
り
ま
す
か
。
（
本
研
修
を
除
く
）
最
も
近
い
と
思
う
も
の
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

 
※

1、
5
回
目
調
査

 
1.

 な
し
 
 

2.
 4

時
間
以
内
 
 

3.
  

5～
9
時
間
以
内
 
 

4.
 1

0～
19

時
間
以
内
 
 

5.
 2

0
時
間
以
上

 
 ・
看

護
師
に
な
っ

て
か
ら
こ
れ

ま
で
に
、
緩

和
ケ
ア
や
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ

イ
フ
ケ
ア
に

関
す
る
教
育

や
研
修
を
お

よ
そ
何
時
間
く

ら
い
受
け
た
事
が
あ
り
ま
す
か
。
も
っ
と
も
近
い
と
思
う
も
の
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

 
※

1
回
目
調
査

 
1.

 な
し
 
 

2.
 4

時
間
以
内
 
 

3.
  

5～
9
時
間
以
内
 
 

4.
 1

0～
19

時
間
以
内
 
 

5.
 2

0
時
間
以
上

 
 

 
  

参
考
資
料

3 

 
 問

い
 

設
問

 
選
択
肢

 

の
意
見
を
も
ら
う

 
常

に
こ

れ
ば

倫
理

的
問

題
な

の
か

？
感

情
論

な
の

か
？

を
自

問
自

答
し

な
が
ら
ケ
ア
を
行
う

 
42

 
在

宅
看

取
り

ケ
ア

で
の

倫
理

課
題

へ
の

訪
問

看
護

師
の

対
処

方
法

で
「

正
し

い

も
の
」
を
選
び
な
さ
い

 

利
用

者
の

意
見

は
医

療
的

に
正

し
い

と
は

言
え

な
い

が
関

係
性

が
悪

く

な
る
の
で
話
さ
な
か
っ
た

 
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト
は

医
師

が
行

う
こ

と
で

看
護

師
の

役
割

で
は
な
い

 
意

見
の

強
い

同
僚

の
利

用
者

で
あ

っ
た

が
、

も
っ

と
良

い
ケ

ア
を

考
え

た
の
で
提
案
し
た

 
看

取
り

ケ
ア

で
は

家
族

の
思

い
と

利
用

者
の

思
い

が
対

立
し

て
い

る
場

合
、
残
さ
れ
た
家
族
の
意
見
を
優
先
す
る

 
43

 
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

先
進

機
器

の
活

用
に
つ
い
て
、「

誤
っ
て
い
る
も
の
」
を

選
び
な
さ
い
。

 

カ
メ

ラ
や

モ
ニ

タ
ー

で
常

時
監

視
観

察
す

る
こ

と
は

身
体

拘
束

の
可

能

性
が
あ
る

 
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
も
と
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
重
要

 

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
や

見
守

り
だ

け
で

な
く

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
で

も

活
用
可
能
性
が
あ
る

 
エ
コ
ー
な
ど
は
看
護
師
が
診
断
を
行
う
た
め
に
必
要
で
あ
る

 

44
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
看

護
過

程
の

展

開
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、「

誤
っ
て
い

る
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

情
報
収
集
で
は
本
人
希
望
や
家
族
ニ
ー
ズ
、
習
慣
や
文
化
、
自
分
ら
し
い

生
活
、
症
状
予
測
や
予
後
予
測
を
、
訪
問
を
重
ね
な
が
ら
進
め
る

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

は
自

分
ら

し
い

生
活

を
す

る
た

め
に

阻
害

し
て

い
る

症
状
や
予
測
さ
れ
る
リ
ス
ク
、
必
要
な
社
会
資
源
な
ど
を
分
析
す
る

 
看
護
計
画
で
は
症
状
緩
和
や

AD
L
維
持
、
家
族
の
介
護
支
援
、
意
思
決

定
支
援
な
ど
“
自
分
ら
し
い
生
活
”
や
習
慣
を
取
り
戻
し
た
日
常
を
整
え

て
い
く
。

 
評

価
で

は
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

は
ど

の
フ

ェ
ー

ズ
で

も
立

案
し

た
計

画
を

貫
き
と
お
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
45

 
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

訪
問

看
護

記
録

の
書
き
方
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、「

正

し
い
も
の
」
を
選
び
な
さ
い
。

 

在
宅
が
ん
医
療
総
合
診
療
料
で
の
訪
問
の
場
合
、
訪
問
看
護
が
週

4
日

以
上
訪
問
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

記
録
に
は
本
人
の
希
望
や
家
族
の
希
望
、そ

れ
ら
の
揺
ら
ぎ
な
ど
の

S
情

報
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

 
多

職
種

へ
の

情
報

共
有

は
大

事
だ

が
、

問
題

が
起

き
た

時
の

み
対

応
す

れ
ば
よ
い
。

 
死

亡
診

断
後

で
あ

っ
て

も
エ

ン
ゼ

ル
ケ

ア
に

お
い

て
は

保
険

適
用

と
な

る
 

46
 

 
訪

問
看

護
記

録
に

記
載

す
べ

き
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
加

算
、

訪
問

看
護

タ
ー

ミ

ナ
ル

ケ
ア

療
養

費
の

算
定

要
件

と
し

て
、「

誤
っ
て
い
る
も
の
」
を
選
び
な
さ

死
亡
日
お
よ
び
死
亡
日
前

14
日
以
内
に

2日
以
上
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を

実
施
し
て
い
る
こ
と

 
主

治
医

と
連

携
し

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

に
関

わ
る

計
画

や
体

制
に

つ
い

て
本
人
家
族
に
説
明
、
同
意
を
得
て
行
っ
て
い
る
こ
と
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参
考
資
料

3 

 
 

1.
 在

宅
ケ
ア
チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
多
職
種
間
）
 
 

2.
 施

設
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

 
3.

 死
亡
後
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
）
 
 
 

4.
 死

亡
後
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
施
設
内
）

 
5.

 実
施
し
て
い
な
い
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

6.
 そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

（
11

）
  
初

め
て

在
宅
看

取
り
を

実
践

す
る
看

護
師

に
対
し

て
、

貴
施
設

は
特

別
な
支

援
を

し
て
い

ま
す

か
。（

複
数
回

答
可
） 

 
 

1.
 特

に
し
て
い
な
い

 
2.

 同
行
訪
問
の
頻
度
を
増
や
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.
 看

取
れ
る
よ
う
に
訪
問
を
調
整
す
る

 
4.

 在
宅
看
取
り
に
関
す
る
研
修
を
受
け
さ
せ
る
 
 
 

5.
 メ

ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

 
6.

 そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 （

12
）

 貴
施

設
は

、
在

宅
療

養
者
が

死
亡
後

、
遺

族
へ
の

ケ
ア

を
し
て

い
ま

す
か
。

全
て

に
〇
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。（
複
数

回
答
可
）

 
1.

 葬
儀
や
お
別
れ
の
会
へ
の
参
列
 
 

2.
 自

宅
へ
の
訪
問
 
 
 

3.
 電

話
 
 
 
 
 
 
 

4.
 電

子
メ
ー
ル
・

FA
X 

5.
 手

紙
や
カ
ー
ド
の
送
付
 
 
 
 
 

6.
 遺

族
会
の
開
催
 
 
 

7.
 実

施
し
て
い
な
い
 
 

8.
 そ

の
他

 
 

（
13

）
 参

加
動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
 

以
下
（

14
）
（

15
）

は
、
管
理
者
の
方
に
確
認
し
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 （

14
）

 貴
施
設
（
病
院
・
診
療
所
の
方
は
所
属
部
署
）
の
看
護
職
員
の
常
勤
換
算
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
①
 
常
勤
換
算
数
 
（
 
 
 
 
）
人
 
 

 
②
 
実
人
数
 
 
 
（
 
 
 
 
）
人

  
 

（
15

）
 貴

施
設
（
病
院
・
診
療
所
の
方
は
所
属
部
署
）
の
令
和

2
年
度
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
ま
た
は
訪
問
看
護
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
療
養
費
（
病
院
・
診
療
所
の
方
は
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
加
算
）
の
算
定
件
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
加
算
と
訪
問
看
護
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
療
養
費
（
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
）
の
合
計
件
数
を
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

 
（
 
 
 
）
件
 

 
   

  

参
考
資
料

3 

 
 PPaa

rrtt
  55
  

事事
業業

参参
加加

者者
のの
属属

性性
・・

参参
加加
動動

機機
  

1.
 

あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 
（

1）
 
就
業
場
所
 
 
 
 
当
て
は
ま
る
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 
1.

 訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 

2.
 病

院
 
 
 
 

3.
 診

療
所
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
4.

 そ
の
他
（
 
 

  
  

  
  

  
）

 
 

（
2）

 
年
齢
 
 
 
 
 
 
当
て
は
ま
る
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 
1.

 2
0
歳
台

  
 
 

2.
 3

0
歳
台
 
 
 

3.
 4

0
歳
台
 
 
 

4.
 5

0
歳
台
 
 
 

5.
 6

0
歳
台
以
上

 
 

（
3）

 
職
位

  
  

  
 
 
 
当
て
は
ま
る
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 
1.

 ス
タ
ッ
フ

  
  

  
  

  
  

  
2.

 主
任
・
副
所
長

  
  

  
  

  
  

  
3.

 管
理
者
・
所
長

 
4.

 そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）

 
 

（
4）

 
経
験
年
数
 
 
 
 
そ
れ
ぞ
れ
の
年
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
1.

 病
院
・
施
設
の
看
護
の
経
験
年
数
（

  
  

 ）
 年

（
 
 

 ）
か
月

 
2.

 訪
問
看
護
の
経
験
年
数

  
  

  
  
（

  
  

 ）
 年

（
 
 

 ）
か
月

 
 

（
5）

 
最
終
学
歴

  
 
 

 当
て
は
ま
る
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  

  
  

  
  

1.
 専

門
学
校

  
  

  
 2

. 
短
期
大
学

  
  

  
 3

. 
大
学

  
  

  
  

4.
 大

学
院

 
 （

6）
 
あ
な
た
の
資
格
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。（

複
数
回
答
可
）

 
1.

 保
健
師
 

  
  

2.
 助

産
師
 

  
  

3.
 看

護
師
 

  
  

4.
 准

看
護
師

 
 

（
7）

 
認
定
・
専
門
看
護
師
等
の
資
格
の
有
無

 
当
て
は
ま
る
番
号
を
選
択
し
、
領
域
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
（
複
数
回
答
可
）

 
  

  
  

  
  

1.
 認

定
看
護
師
あ
り
（
領
域
：
 

  
 
 
）
 
 
 
 
 

 2
. 
専
門
看
護
師
あ
り
（
領
域
：
 
 

  
 
）

 
 
 
 
 
 

3.
 特

定
行
為
研
修
修
了
者
（
分
野
：
 
 
 
）
 
 
 
 

 4
. 
な
し

 
 （

8）
 
看
取
り
の
経
験
 
 
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
今
ま
で
に
病
院
ま
た
は
施
設
等
に
お
い
て
臨
死
期
（
予
後

1
カ
月
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
時
期
）
に
あ
る
方
を
ケ
ア
し

た
経
験
の
お
よ
そ
の
人
数
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
近
い
と
思
う
番
号
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

 
1.

 な
し
 
 

  
  

  
2.

 1
～

9
人
 
 

  
  

  
3.

 1
0～

49
人
 
 

  
  

  
4.

 5
0～

99
人
 

 
5.

 1
00

人
以
上
 

 
 
 
 

 
（

9）
 
貴
施
設
は
、
ケ
ア
や
療
養
者
に
つ
い
て
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
た
場
合
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
や
す
い
環
境
だ
と
思

い
ま
す
か
。
（
複
数
回
答
可
）

 
 
 

1.
 非

常
に
そ
う
思
う
 

2.
 そ

う
思
う
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
 

4.
 そ

う
思
わ
な
い
 

5.
 全

く
そ
う
は
思
わ
な
い

 
 （

10
）

 在
宅
看

取
り
ケ

ア
に

つ
い
て

、
貴

施
設
が

実
施

し
て
い

る
カ

ン
フ
ァ

レ
ン

ス
全 全
てて

にに
〇
を

つ
け

て
く

だ
さ
い
。
（
複

数

回
答
可
）
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参
考
資
料

4 

 
 初初

任任
者者

研研
修修

モモ
デデ

ルル
事事

業業
参参

加加
者者

にに
よよ

るる
研研

修修
評評

価価
アア

ンン
ケケ

ーー
トト

  
  1.

 あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 
1）

受
講
者

ID
（
受
付
番
号
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 
（
 
 
 
 
 
）

 
 2.

 本
研
修
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 
1）

研
修
全
体
に
つ
い
て

 
(1

) 
本
研
修
の
満
足
度
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
 2

.満
足
し
て
い
る

  
 3

. 
普
通

  
 4

. 
や
や
不
満
で
あ
る

  
 5

. 
大
変
不
満
で
あ
る

 
 (2

) 
本
研
修
の
時
間
配
分
等
の
構
成
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

 
1.

 と
て
も
良
か
っ
た
 
 
 
 

2.
 良

か
っ
た
 
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
 
 

 
4.

 あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
 
 

5.
 良

く
な
か
っ
た

 
 (3

) 
今
回
の
研
修
開
催
方
法
（

W
eb

開
催
）
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
 
（
必
須

/1
択
）

 
1.

 と
て
も
良
か
っ
た
 
 
 
 

2.
 良

か
っ
た
 
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
 
 

 
4.

 あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
 
 

5.
 良

く
な
か
っ
た

 
 (4

) 
あ
な
た
は
本
研
修
を
友
人
や
同
僚
に
薦
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

 
最
も
近
い
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 

  
(5

) 
あ
な
た
が
、
今
後
同
じ
講
義
を
受
講
す
る
と
し
た
ら
、
参
加
し
や
す
い
の
は
ど
れ
で
す
か
。

 
1.

 集
合
研
修
 
 

  
2.

 ラ
イ
ブ
配
信
 
 

  
3.

 オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＊
ラ
イ
ブ
配
信
：
集
合
研
修
の
代
替
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

 
＊
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
（

eラ
ー
ニ
ン
グ
）：

あ
ら
か
じ
め
収
録
さ
れ
た
動
画
を
受
講
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
視
聴
す
る
こ
と

 
 (6

) 
あ
な

た
が
、
今
後

同
じ
演
習
（

グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
・
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
）

を
受
講
す
る

と
し
た
ら
、

参
加
し
や
す

い
の
は
ど

れ
で
す
か
。

 
1.

 集
合
研
修
 
 
 

2.
 ラ

イ
ブ
配
信

 
 (7

) 
研
修
全
体
の
感
想
や
ご
意
見
を
自
由
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
（
内
容
、
運
営
に
関
し
て
良
か
っ
た
点
、
改
善
点
な
ど
）

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
く
思
わ
な
い
 

非
常
に
そ
う
思
う
 

ど
ち
ら
で
も
な
い
 

0 
 

 
 

1 
 

 
 2

 
 

 
 

3 
 

 
 4

 
 

 
 

5 
 

 
 

 6
  

  
  

  
7 

  
  

  
  

8 
  

  
  

 9
  

  
  

  
10

 

参
考
資
料

3 

 
 PPaa

rrtt
  66
  

研研
修修

のの
実実

践践
へへ
のの

活活
用用

  
・
本
研
修
の
内
容
で
実
践
の
な
か
で
役
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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参
考
資
料

4 

 
  

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (5

) 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (6

) 
死
に
ゆ
く
過
程
の
身
体
的
変
化

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (7

) 
疾
患
別
の
死
の
軌
跡

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 

参
考
資
料

4 

 
 2）

各
講
義
に
つ
い
て

 
(1

) 
在
宅
看
取
り
で
の
事
例

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

(2
) 

在
宅
看
取
り
の
概
要

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (3

) 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
多
機
関
・
多
職
種
と
の
連
携

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (4

) 
多
様
な
療
養
場
所
に
お
け
る
連
携

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る
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参
考
資
料

4 

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

1)
 対

象
者
別
の
看
取
り
ケ
ア

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

 5
. 
非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

2)
 在

宅
看
取
り
で
の
意
思
決
定
支
援
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
  (1

3)
 在

宅
看
取
り
に
必
要
な
家
族
へ
の
支
援

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

4)
 在

宅
看
取
り
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 

参
考
資
料

4 

 
  

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (8

) 
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
症
状
と
治
療

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.
分
か
り
に
く
か
っ
た
 

5.
非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
  (9

) 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
臨
床
推
論

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

0)
 エ

ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
生
活
支
援

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
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参
考
資
料

4 

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

8)
 在

宅
看
取
り
お
け
る
先
進
機
器
の
活
用

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
  (1

9)
 在

宅
看
取
り
に
お
け
る
訪
問
看
護
記
録
の
書
き
方

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 3）

演
習
に
つ
い
て

 
（

1）
「
訪
問
看
護
計
画
立
案
」
演
習
（
事
例
検
討
）

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 
 

 ②
 
感
想

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

参
考
資
料

4 

 
 

①
 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た

  
  

  
  

  
 

5.
 非

常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

5)
 在

宅
看
取
り
に
必
要
な
死
亡
確
認
と
死
後
の
ケ
ア

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 (1

6)
 在

宅
看
取
り
に
お
け
る
文
化
へ
の
配
慮

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 

②
 
講
義
の
分
か
り
や
す
さ

 
 

1.
 非

常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
 

4.
 分

か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
 

③
 
資
料
の
分
か
り
や
す
さ

 
1.

 非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 

2.
 分

か
り
や
す
か
っ
た
 
 
 
 

3.
 ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
4.

 分
か
り
に
く
か
っ
た
 

  
  

  
  

  
5.

 非
常
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

 
  (1

7)
 在

宅
看
取
り
に
お
け
る
倫
理
的
課
題

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る
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 初初

任任
者者

研研
修修

モモ
デデ

ルル
事事

業業
シシ

ララ
ババ

スス
 

  1.
 

研
修
の
目
的

 
在
宅
看
取
り
初
心
者
の
訪
問
看
護
師
が
「
在
宅
看
取
り
が
で
き
そ
う
だ
」「

在
宅
看
取
り
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
れ
る
。
動
機
づ
け
と
な
る
知
識
や
技
術
・
か
か
わ
り
方
を
身
に
つ
け
る
。

 
 2.

 
ね
ら
い
（
目
標
）

 
エ
ン

ド
オ
ブ
ラ
イ

フ
の
療
養
者

及
び
そ
の
家

族
の
尊
厳
を

守
り
、
関
係

職
種
の
役
割

や
専
門
性
を

尊
重
し
な
が

ら
、
共
通
の

ゴ
ー
ル
を
志
向
し
て
、
根
拠
に
基
づ
く
在
宅
看
取
り
ケ
ア
を
実
践
で
き
る
訪
問
看
護
師
を
養
成
す
る
。

 
 3.

 
受
講
対
象
者

 
 
以
下

1）
～

4）
全
て
を
満
た
す
者

 
1）

 訪
問
看
護
に

6
か
月
以
上

3
年
以
内
で
従
事
し
て
い
る
看
護
職

 
2）

 在
宅
看
取
り
初
心
者
（
未
経
験
も
し
く
は
数
例
程
度
の
経
験
）

 
3）

 所
属
部
署
の
管
理
者
の
推
薦
を
受
け
た
者

 
4）

 そ
の
他

 
訪
問
看
護
の
基
礎
的
な
研
修
（
訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
、
訪
問
看
護

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
訪
問
看
護
基
礎
講
座
）
な
ど
）
を

受
講
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
 4.

 
募
集
方
法

 
日
本

訪
問
看
護
財

団
の
会
員
（

個
人
会
員
ま

た
は
所
属
機

関
が
会
員
）

に
会
員
通
信

サ
ー
ビ
ス
に

て
初
任
者
研

修
モ
デ
ル
事

業
参
加
者
募
集
を
行
う
。

 
 5.

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
お
よ
び
学
習
方
法

 
1）

 講
義
と
演
習
で
構
成
す
る
。

 
2）

 講
義
は
集
合
（
対
面
）
型
ま
た
は

W
eb

配
信
型
と
す
る
。
な
お
、

W
eb

配
信
型
は
ラ
イ
ブ
配
信
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
を
想
定
し
て
い
る
。

 
3）

 演
習
は
集
合
（
対
面
）
型
ま
た
は

W
eb

配
信
型
ラ
イ
ブ
配
信
と
す
る
。

 
  

 

参
考
資
料

4 

 
  

 
 （

2）
「
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
演
習
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
①

 
満
足
度

 
 

1.
 大

変
満
足
し
て
い
る

  
2.

 満
足
し
て
い
る
 

3.
 普

通
 

4.
 や

や
不
満
で
あ
る
 

5.
 大

変
不
満
で
あ
る

 
 
 

 ②
 
感
想

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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参
考
資
料

5 

 
 

 
単
元

 
学
習
目
標

 
時
間

（
分
）

 

き
る
。

 

14
 

在
宅

看
取

り
に

必
要

な
死

亡
確

認
と
死
後
の
ケ
ア

 
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

死
亡

時
の

対
応

方
法

に
つ

い
て
説
明
で
き
、
死
後
の
ケ
ア
を
理
解
で
き
る
。

 
25

 

15
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
文

化
へ

の
配
慮

 
在

宅
看

取
り

に
お

い
て

、
文

化
的

視
点

が
重

要
で

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 
25

 

16
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
倫

理
的

課
題

 
在

宅
看

取
り

ケ
ア

で
直

面
す

る
倫

理
的

課
題

に
つ

い
て
理
解
す
る
。

 
25

 

17
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
先

進
機

器
の
活
用

 
在

宅
看

取
り

ケ
ア

で
活

用
さ

れ
て

い
る

先
進

機
器

に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
25

 

18
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
看

護
過

程
の
展
開

 
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

看
護

過
程

を
展

開
で

き

る
。

 

25
 

19
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
訪

問
看

護
記
録
の
書
き
方

 

在
宅
看
取
り
に
お
い
て
、
療
養
者
・
家
族
・
多
職
種

連
携

、
訪

問
看

護
制

度
・

報
酬

上
の

必
要

事
項

な

ど
、

日
々

の
記

録
で

記
載

す
る

べ
き

内
容

を
理

解

で
き
る
。

 

   
 

参
考
資
料

5 

 
 6.

 
学
習
目
標

 

 
単
元

 
学
習
目
標

 
時
間

（
分
）

 

0 
在
宅
で
の
看
取
り
事
例

 
訪

問
看

護
師

が
行

う
在

宅
看

取
り

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る
。

 
25

 

1 
在
宅
看
取
り
の
概
要

 
在

宅
看

取
り

の
社

会
的

ニ
ー

ズ
を

理
解

し
、

様
々

な
療

養
場

所
で

行
わ

れ
る

看
取

り
に

関
す

る
保

健

医
療
福
祉
と
法
制
度
を
理
解
す
る
。

 
25

 

2 
在

宅
看

取
り

に
必

要
な

多
機

関
・
多
職
種
と
の
連
携

 

在
宅

看
取

り
に

関
わ

る
様

々
な

機
関

・
職

種
に

つ

い
て

認
識

し
、

在
宅

看
取

り
ケ

ア
に

有
用

な
連

携

方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
50

 

3 
多

様
な

療
養

場
所

に
お

け
る

連

携
 

訪
問

看
護

師
が

看
取

り
ケ

ア
を

提
供

す
る

場
各

々

の
特

徴
や

報
酬

上
の

仕
組

み
を

知
り

、
留

意
す

べ

き
点
・
連
携
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
25

 

4 
在

宅
看

取
り

に
必

要
な

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

 

訪
問

看
護

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重

要
性

を
踏

ま
え

、
特

に
在

宅
看

取
り

に
必

要
な

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

と
ポ

イ
ン

ト
(コ

ツ
)に

つ
い
て
、
療
養
者
・
家
族
・
連
携
チ
ー
ム
別
に
理
解

す
る
。

 

25
 

5 
死
に
ゆ
く
過
程
の
身
体
的
変
化

 
死

に
ゆ

く
過

程
の

身
体

的
変

化
と

そ
の

原
因

を
理

解
す
る
。

 
50

 
6 

疾
患
別
の
死
の
軌
跡

 
が

ん
・

非
が

ん
を

含
め

て
、

疾
患

別
の

死
の

軌
跡

（
亡
く
な
る
ま
で
の
経
過
）
を
理
解
す
る
。

 

7 
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
の

症
状

と

治
療

 
在

宅
療

養
者

の
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
に

出
現

し
や

す
い
症
状
と
治
療
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
50

 

8 
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

臨
床

推

論
 

在
宅

看
取

り
ケ

ア
に

お
け

る
主

な
症

状
に

対
し

て

臨
床
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す
る
。

 
50

 

9 
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
に

お
け

る

生
活
支
援

 

在
宅

看
取

り
に

お
い

て
苦

痛
が

緩
和

さ
れ

、
安

ら

ぎ
と

思
い

が
達

成
で

き
る

よ
う

な
生

活
支

援
の

方

法
を
理
解
で
き
る
。

 
50

 

10
 

対
象
者
別
の
看
取
り
ケ
ア

 
在
宅
看
取
り
ケ
ア
を
対
象
者
別
に
理
解
す
る
。

 

50
 

11
 

在
宅

看
取

り
で

の
意

思
決

定
支

援
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

 

在
宅
看
取
り
で
の
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（

AC
P）

に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

12
 

在
宅

看
取

り
に

必
要

な
家

族
へ

の
支
援

 
在

宅
看

取
り

に
必

要
な

家
族

支
援

と
そ

の
実

際
に

つ
い
て
理
解
す
る
。

 
50

 

13
 

在
宅

看
取

り
に

お
け

る
グ

リ
ー

フ
ケ
ア

 

グ
リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
・
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
び
、
療

養
者
・
家
族
へ
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
や
、
看
護
師
や
他

の
支
援
者
（
多
職
種
）
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
理
解
で

25
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参
考
資
料

5 

 
 2）

 演
習

 
「
訪
問
看
護
計
画
の
立
案
演
習
」
（
午
前
）
お
よ
び
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
演
習
」
（
午
後
）
で
構
成
さ
れ
る
。

 
 3
日
目

 
内
容

 
時
間

 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
・
本
日
の
進
行
方
法

 
10

分
 

「
訪
問
看
護
計
画
の
立
案
演
習
」
（
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
訪
問
看
護
過
程
の
展
開
）
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
15

分
 

グ
ル
ー
プ
内
自
己
紹
介

 
15

分
 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 
80

分
 

休
憩

 
10

分
 

全
体
演
習
（
発
表
）

 
30

分
 

「
訪
問
看
護
計
画
の
立
案
演
習
」
の
統
括

 
10

分
 

お
昼
休
憩

 
50

分
 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
演
習
」
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
（
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
15

分
 

休
憩

 
10

分
 

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

 
60

分
 

休
憩

 
10

分
 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 
30

分
 

全
体
演
習
（
発
表
）

 
30

分
 

 2.
 修

了
証
書

 
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

学
習
を
終
え

修
了
要
件
を

満
た
す
と
「

訪
問
看
護
師

向
け
在
宅
看

取
り
初
任
者

養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
修
了
証

書
」
を
発
行
す
る
。

 
 修
了
要
件

 
1～

3
全
て
を
満
た
す
者

 
1.

 
3
日
間
の
全
て
の
講
義
・
演
習
に
参
加
す
る
こ
と

 
2.

 
全
て
の
確
認
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と

 
3.

 
全
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
こ
と

 
  

 

参
考
資
料

5 

 
 1.

 日
程
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
本
研
修
は
講
義

2
日
間
お
よ
び
演
習

1
日
間
の
計

3
日
間
で
構
成
す
る
。

 
講
義
時
間
は
時
間
の
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 
1）

 講
義

 
（

1）
構
成

 
50

分
×

6
コ
マ
を

2
日
間
、
計

10
時
間
で
構
成
す
る
。

 
1
日
目

 
開
始

-終
了

 
内
容

 
時
間

 

9：
30

-1
0：

20
 

0.
 
在
宅
で
の
看
取
り
事
例

 
25

分
 

1.
 

在
宅
看
取
り
の
概
要

 
25

分
 

10
：

30
-1

1：
20

 
2.

 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
多
機
関
・
多
職
種
と
の
連
携

 
50

分
 

11
：

30
-1

2：
20

 
3.

 
多
様
な
療
養
場
所
に
お
け
る
連
携

 
25

分
 

4.
 

在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

 
25

分
 

12
：

20
-1

3：
10

 
お
昼
休
憩

 
50

分
 

13
：

10
-1

4：
00

 
5.

 
死
に
ゆ
く
過
程
の
身
体
的
変
化

 
50

分
 

6.
 

疾
患
別
の
死
の
軌
跡

 
14

：
10

-1
5：

00
 

7.
 

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
症
状
と
治
療

 
50

分
 

15
：

10
-1

6：
00

 
8.

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
臨
床
推
論

 
50

分
 

 2
日
目

 
開
始

-終
了

 
内
容

 
時
間

 
9：

30
-1

0：
20

 
9.

 
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
生
活
支
援

 
50

分
 

10
：

30
-1

1：
20

 
10

. 
対
象
者
別
の
看
取
り
ケ
ア

 
50

分
 

11
. 
在
宅
看
取
り
で
の
意
思
決
定
支
援
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（

AC
P）

 
11

：
30

-1
2：

20
 

12
. 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
家
族
等
介
護
者
へ
の
支
援

 
50

分
 

12
：

20
-1

3：
10

 
お
昼
休
憩

 
50

分
 

13
：

10
-1

4：
00

 
13

. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 
25

分
 

14
. 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
死
亡
確
認
と
死
後
の
ケ
ア

 
25

分
 

14
：

10
-1

5：
00

 
15

. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
文
化
へ
の
配
慮

 
25

分
 

16
. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
倫
理
的
課
題

 
25

分
 

15
：

10
-1

6：
00

 
17

. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
先
進
機
器
の
活
用

 
25

分
 

18
. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
看
護
過
程
の
展
開

 
25

分
 

19
. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
訪
問
看
護
記
録
の
書
き
方

 

 （
2）

確
認
テ
ス
ト

 
 
 
 

25
分
講
義
で
は

2
問
、

50
分
講
義
で
は

4
問
の

4
肢

1
択
の
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。
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参
考
資
料

5 

 
 4.

 シ
ラ
バ
ス

 
単
元

 
0.

 
在
宅
で
の
看
取
り
の
事
例

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
秋
山
正
子
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

目
標

 
訪
問
看
護
師
が
行
う
在
宅
看
取
り
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

 
内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
訪
問
看
護
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

 
在
宅
看
取
り
の
動
機
づ
け

 

                             
 

参
考

資
料

5 

 
 3.

 グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

シ
ラ

バ
ス

 
 

 
  

 
 

 

―  18 ―



参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

2.
 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
多
機
関
・
多
職
種
と
の
連
携

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
清
野
美
砂
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
50

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
関
わ
る
様
々
な
機
関
・
職
種
に
つ
い
て
認
識
し
、
在
宅
看
取
り
ケ
ア
に
有
用
な
連
携
方
法
に
つ

い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
在
宅
看
取
り
で
関
わ
る
機
関
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2.

 
在
宅
看
取
り
で
関
わ
る
職
種
と
そ
の
役
割
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3.

 
具

体
的
な
事

例
を

通
し
て
、

訪
問

看
護
師
と

し
て

多
職
種
と

ど
の

よ
う
に
連

携
す

る
の
か
具

体
的

な
方
法

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
各
期
（
訪
問
看
護
開
始
期
、
維
持
期
、
臨
死
期
、
死
別
後
な
ど
）
に
お
け
る
多
機
関
・
多
職
種
と
の
連
携

 
2.

 
在
宅
療
養
期
間
に
よ
る
多
機
関
・
多
職
種
と
の
連
携
の
違
い

 
 
療
養
期
間
が
数
日
程
度
の
短
い
事
例
と
数
か
月
等
比
較
的
長
期
間
の
事
例

 
3.

 
訪
問
看
護
の
導
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
違
い
に
よ
る
連
携
の
特
徴

 
 
他
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に
訪
問
看
護
導
入
と
な
っ
た
事
例

 
 
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
同
時
に
訪
問
看
護
導
入
と
な
っ
た
事
例

 
 
訪
問
看
護
利
用
中
に
看
取
り
を
迎
え
た
事
例
 
 
 
な
ど

 
4.

 
訪
問
看
護
同
士
の
連
携

 
 
 
 

2
か
所
以
上
の
訪
問
看
護
事
業
所
の
連
携

 
 
 
 
専
門
性
の
高
い
看
護
師
と
の
連
携

 
5.

 
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
者
と
の
連
携

 
 ※
多
機
関
と
の
連
携

 
・
病
院
、
診
療
所
 

 
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
 

 
・
訪
問
介
護
事
業
所
 

 
・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

 
・
薬
局

 
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 
・
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
 
 

 
・
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
、
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者

 
（
エ
ア
マ
ッ
ト
の
導
入
）
等

 
※
多
職
種
と
の
連
携

 
・
医
師

 
・
訪
問
介
護
員
 

 
・
薬
剤
師
 

 
・
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
 

 
・
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
 

 
・
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
 
等

 
※
相
談

 
 
・
認
定
看
護
師
、
専
門
看
護
師

 

参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

1.
 
在
宅
看
取
り
の
概
要

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
佐
藤
美
穂
子
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、
様
々
な
療
養
場
所
で
行
わ
れ
る
看
取
り
に
関
す
る
保
健
医
療
福
祉

と
法
制
度
を
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
 

1.
 

在
宅
看
取
り
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
訪
問
看
護
師
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
事
例
を
通
し
て
、
訪
問
看
護
師
に
対
す
る
報
酬
が
ど
の
よ
う
に
発
生
す
る
の
か
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

 
4.

 
自
宅
以
外
の
療
養
場
所
の
看
取
り
に
関
す
る
法
的
根
拠
が
説
明
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
在
宅
看
取
り
を
取
り
巻
く
社
会
背
景

 
人
口
動
態

/家
族
形
態
（
家
族
介
護
者
が
い
る
、
独
居
、
老
老
介
護
）
等

 
 2.

 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
保
健
医
療
福
祉
と
法
制
度

 
介
護
保
険
制
度
 
医
療
保
険
制
度
 
等

 
  

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
1.

 
保
健
医
療
福
祉
を
め
ぐ
る
社
会
的
動
向
と
訪
問
看
護
の
変
遷

 
1）

保
健
医
療
福
祉
を
め
ぐ
る
社
会
的
背
景
と
訪
問
看
護
の
ニ
ー
ズ

 
2）

地
域
の
保
健
医
療
福
祉
活
動
に
お
け
る
訪
問
看
護
の
位
置
付
け

 
3）

訪
問
看
護
活
動
の
変
遷
と
現
状

 
2.

 
訪
問
看
護
の
役
割
・
機
能
・
特
性

 
1）

訪
問
看
護
の
定
義

 
2）

訪
問
看
護
の
特
性
（
施
設
内
看
護
と
の
違
い
な
ど
）

 
3）

訪
問
看
護
の
理
念
（
訪
問
看
護
に
必
要
な
視
点
）

 
4）

訪
問
看
護
の
機
能

 
5）

訪
問
看
護
の
基
本
姿
勢

 
3.

 
訪
問
看
護
を
め
ぐ
る
諸
制
度

 
1）

法
制
度
か
ら
み
た
訪
問
看
護
の
位
置
付
け

 
2）

実
施
機
関
か
ら
み
た
訪
問
看
護
の
位
置
付
け

 
3）

各
種
法
制
度
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
か
か
わ
り
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参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

3.
 
多
様
な
療
養
場
所
に
お
け
る
連
携

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
富
岡
里
江
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
訪
問
看
護
師
が
看
取
り
ケ
ア
を
提
供
す
る
場
各
々
の
特
徴
や
報
酬
上
の
仕
組
み
を
知
り
、
留
意
す
べ
き
点
・
連

携
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
訪
問
看
護
の
報
酬
上
行
わ
れ
る
看
取
り
ケ
ア
の
場
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2.

 
看
取
り
ケ
ア
を
提
供
す
る
場
と
の
連
携
方
法
を
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
訪
問
看
護
を
提
供
す
る
場
所
に
よ
る
特
徴
（
留
意
点
）

 
2.

 
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
の
連
携

 
3.

 
居
住
系
施
設
と
の
連
携
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
特
養
、
サ
高
住
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）

 
4.

 
看
多
機
と
の
連
携

 

  
 

参
考
資
料

5 

 
 

6.
 

連
携
ツ
ー
ル

 
1）

IC
T 

2）
連
絡
ノ
ー
ト

 
7.

 
実
際
の
連
携
上
の
ポ
イ
ン
ト

 
1）

 相
談
や
情
報
共
有
を
す
る
際
に
気
を
付
け
る
こ
と
（
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
）

 
2）

 連
携
が
上
手
く
い
く
ポ
イ
ン
ト

 
3）

 介
護
職
と
と
も
に
看
取
り
ケ
ア
を
実
践
す
る
た
め
に

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
関
係
機
関
・
関
係
職
種
の
機
能
お
よ
び
役
割
と
他
職
種
連
携

 
1．

保
健
医
療
福
祉
機
関
お
よ
び
相
談
窓
口

 
1）

 医
療
機
関

 
2）

 介
護
保
険
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

 
3）

 保
健
機
関
・
行
政
機
関

 
4）

 そ
の
他
の
施
設
・
機
関
等
（
社
会
福
祉
協
議
会
、
更
生
相
談
所
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
用
具
貸
与
・

販
売
事
業
所
な
ど
）

 
5）

 地
域
の
中
の
自
主
組
織

 
2．

関
係
職
種
の
役
割

 
1）

専
門
職

 
2）

そ
の
他
（
近
隣
者
、
民
生
委
員
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
な
ど
）

 
3．

チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性

 
1）

 チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は

 
2）

 チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義

 
3）

 チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
訪
問
看
護
師
の
役
割

 
4）

 医
師
（
主
治
医
）
と
の
連
携

 
5）

 介
護
支
援
専
門
員
と
の
連
携

 
6）

 他
施
設
看
護
師
と
の
連
携
の
必
要
性
と
効
果
的
な
方
法

 
7）

 そ
の
他
関
係
職
種
・
機
関
と
の
連
携
・
協
働
の
あ
り
方

 
4．

多
職
種
連
携
に
お
け
る

IC
T
の
活
用
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参
考
資
料

5 

 
   

 

単
元

 
5.

 
死
に
ゆ
く
過
程
の
身
体
的
変
化

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
平
原
優
美
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
6
と
合
わ
せ
て

50
分

 

学
習
目
標

 
死
に
ゆ
く
過
程
の
身
体
的
変
化
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
看
取
り
期
の
身
体
的
変
化
を
知
り
、
根
拠
を
持
っ
て
今
後
の
見
通
し
と
共
に
療
養
者
・
家
族
に
説
明
が
で
き
る
。
 

内
容

 
1.

 
看
取
り
期
の
療
養
者
の
人
体
の
構
造
と
機
能

 
2.

 
死
に
ゆ
く
過
程
の
身
体
的
変
化
（
臨
死
期
の
生
理
的
変
化
）

 
 

1）
循
環
、
呼
吸
、
脳
神
経
機
能
、
腎
臓
機
能
の
変
化
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

 
2）

疼
痛
・
倦
怠
感

 
3）

ス
ト
レ
ス
反
応
（
不
安
、
抑
う
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

 
 例
）
な
ぜ
腹
水
が
溜
ま
る
の
か
、
下
肢
が
浮
腫
む
の
か
と
い
う
療
養
者
や
介
護
者
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。

 
呼
吸
パ
タ
ー
ン
の
変
化
、
喘
鳴
、
血
圧
低
下
と
い
っ
た
亡
く
な
る
直
前
の
身
体
の
変
化
に
つ
い
て
介
護
者
に
説

明
で
き
る
。
 
 
な
ど

 

参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

4.
 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
富
岡
里
江
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
訪
問
看
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
特
に
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
技
術
と
ポ
イ
ン
ト

(コ
ツ

)に
つ
い
て
、
療
養
者
・
家
族
・
連
携
チ
ー
ム
別
に
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
在
宅
看
取
り
の
際
、
療
養
者
・
家
族
・
連
携
チ
ー
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

 
1.

 
療
養
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
1）

 療
養
者
と
差
し
迫
っ
た
死
に
つ
い
て
話
す
技
術

 
 
 
 
例
え
ば
「
私
は
死
ぬ
の
」
と
聞
か
れ
た
場
合
の
事
例

 
2）

 療
養
者
が
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
環
境
調
整
、
な
ど

 
 

2.
 

関
係
者
間
で
ケ
ア
の
方
向
性
を
一
致
さ
せ
る
技
術

 
 

3.
 

「
話
す
（
伝
え
る
）
技
術
」
と
「
聞
く
（
引
き
出
す
）
技
術
」

 
・
話
す
技
術
だ
け
で
な
く
、
療
養
者
本
人
の
望
み
や
思
い
（
や
り
た
い
こ
と
や
人
生
で
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
な

ど
）
を
引
き
出
す
技
術

 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
1.

 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

 
1）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

 
2）

言
語
的
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
3）

効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
4）

在
宅
療
養
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
（
療
養
者
の
多
様
性
、
時
間
及
び
場
所
の
制
約
、

IC
T

の
活
用
）

 
2.

 在
宅
療
養
に
お
け
る
面
接
技
術
の
基
本

 
1）

在
宅
療
養
者
及
び
家
族
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
基
本
的
マ
ナ
ー

 
2）

面
接
に
お
け
る
支
援
者
の
基
本
的
な
姿
勢

 
3）

面
接
の
方
法
（
面
接
に
活
か
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
、
療
養
者
・
目
的
に
合
っ
た
面
接
方
法
）

  

  
 

―  21 ―



参
考
資
料
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 単

元
 

7.
 

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
症
状
と
治
療

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
平
原
佐
斗
司
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
50

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
療
養
者
の
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
出
現
し
や
す
い
症
状
と
治
療
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
在
宅
療
養
者
の
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
症
状
と
緩
和
治
療
を
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
在
宅
療
養
者
の
疼
痛
緩
和
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
看
取
り
期
に
出
現
し
や
す
い
症
状
と
治
療

 
1）

 主
な
症
状

 
嘔
気
・
嘔
吐
、
便
秘
、
褥
瘡
、
痰
が
ら
み
、
呼
吸
苦
、
死
前
喘
鳴
、
浮
腫
、
悪
液
質
な
ど

 
2）

 症
状
緩
和
の
治
療

 
（

1）
薬
物
療
法

 
（

2）
非
薬
物
療
法

 
 2.

 
疼
痛
緩
和

 
1）

 疼
痛
の
分
類

 
2）

 疼
痛
治
療

 
 
（

1）
薬
物
治
療

 
 
 
①

N
SA

ID
s 

 
 
②
オ
ピ
オ
イ
ド

 
 
 
 
・
特
に
在
宅
で
注
意
が
必
要
な
こ
と
（
取
り
扱
い
等
）

 
・
レ
ス
キ
ュ
ー
ド
ー
ズ
の
使
い
方

 
・
薬
局
と
の
連
携
 
な
ど

 
 
 
 
③
鎮
痛
補
助
薬

 
 
（

2）
非
薬
物
療
法

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
症
状
に
よ
る
呼
吸
・
循
環
・
神
経
系
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
1.
主
た
る
呼
吸
器
症
状
と
異
常
の
見
分
け
方
（
主
な
自
覚
症
状
、
重
要
な
他
覚
症
状
）

 
2.
主
た
る
循
環
器
症
状
と
異
常
の
見
分
け
方
（
主
な
自
覚
症
状
、
重
要
な
他
覚
症
状
）

 
3.
主
た
る
神
経
系
症
状
と
異
常
の
見
分
け
方
（
主
な
自
覚
症
状
、
重
要
な
他
覚
症
状
）

  

  
 

参
考
資
料

5 

 
   

 

単
元

 
6.

 
疾
患
別
の
死
の
軌
跡

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
平
原
優
美
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
5
と
合
わ
せ
て

50
分

 

学
習
目
標

 
が
ん
・
非
が
ん
を
含
め
て
、
疾
患
別
の
死
の
軌
跡
（
亡
く
な
る
ま
で
の
経
過
）
を
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
が
ん
の
療
養
者
の
死
の
軌
跡
が
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
非
が
ん
の
療
養
者
に
つ
い
て
知
り
、
死
の
軌
跡
が
理
解
で
き
る
。

 
3.

 
死
の
軌
跡
を
理
解
し
た
上
で
、
療
養
者
や
家
族
・
介
護
者
に
説
明
で
き
る
。

 

内
容

 
1.

 
が
ん

 
2.

 
非
が
ん
 

 
難
病
・
脳
血
管
疾
患
・
心
疾
患
・
呼
吸
器
系
疾
患
・
認
知
症
・
老
衰
等

 
3.

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
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9.
 

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
生
活
支
援

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
大
橋
奈
美
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
50

分
 

学
習
目
標

 
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
生
活
支
援
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
お
い
て
苦
痛
が
緩
和
さ
れ
、
安
ら
ぎ
と
思
い
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
生
活
支
援
の
方
法
を
理
解

で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
食
事
・
栄
養

 
1）

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
栄
養
摂
取
の
特
徴

 
2）

食
生
活
へ
の
支
援
（
療
養
者
の
希
望
、
家
族
の
希
望
と
療
養
者
の
身
体
状
況
に
あ
わ
せ
た
か
か
わ
り
に
つ
い

て
）

 
2.

 
排
泄

 
尊
厳
を
守
る
排
泄
ケ
ア

 
3.

 
移
動

 
 
 
居
室
内
、
外
出
支
援
（
社
会
参
加
を
含
む
）

 
4.

 
清
潔

 
 
・
整
容
、
清
拭
、
入
浴
 

 
ス
キ
ン
ケ
ア
や
褥
瘡
予
防
を
含
む

 
5.

 
療
養
環
境
の
整
備

 
 
 

 
※
生
活
支
援
を
通
し
て
、
日
々
の
生
活
が
楽
に
送
れ
る
よ
う
な
看
護
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
、
看
取
り
に
出

現
し
や
す
い
症
状
（
疼
痛
、
嘔
気
・
嘔
吐
、
便
秘
、
褥
瘡
、
痰
が
ら
み
、
呼
吸
苦
、
死
前
喘
鳴
・
浮
腫
な
ど
）

が
出
現
し
た
時
の

AD
L
支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
用
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
1.

 食
事

 
1）

在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
食
生
活
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
栄
養
状
態
及
び
食
行
動
の
把
握

 
3）

栄
養
管
理
に
関
連
し
た
概
念

 
4）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
食
生
活
支
援

 
5）

口
腔
ケ
ア
の
実
施

 
6）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

 
2.

 排
泄

 
1）

在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
排
泄
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
排
泄
状
態
及
び
排
泄
行
動
の
把
握

 
3）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
排
泄
に
関
す
る
支
援

 
4）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

 
3.

 清
潔

 
 1

）
在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
清
潔
保
持
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
清
潔
状
態
及
び
清
潔
行
動
の
把
握

 
3）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
清
潔
に
関
す
る
支
援

 

参
考
資
料

5 

 
    

 

単
元

 
8.

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
臨
床
推
論

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
島
田
珠
美
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
50

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
ケ
ア
に
お
け
る
主
な
症
状
に
対
し
て
臨
床
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1
. 

臨
床
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2
. 

臨
床
推
論
の
元
と
な
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1
. 

臨
床
推
論
の
思
考
プ
ロ
セ
ス

 
2
. 

在
宅
看
取
り
に
お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で
）

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
1.

 
症
状
に
よ
る
呼
吸
・
循
環
・
神
経
系
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
1）

 主
た
る
呼
吸
器
症
状
と
異
常
の
見
分
け
方
（
主
な
自
覚
症
状
、
重
要
な
他
覚
症
状
）

 
2）

 主
た
る
循
環
器
症
状
と
異
常
の
見
分
け
方
（
主
な
自
覚
症
状
、
重
要
な
他
覚
症
状
）

 
3）

 主
た
る
神
経
系
症
状
と
異
常
の
見
分
け
方
（
主
な
自
覚
症
状
、
重
要
な
他
覚
症
状
）

 

―  23 ―



参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

10
. 
対
象
者
別
の
看
取
り
ケ
ア

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
中
島
朋
子
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
11

と
合
わ
せ
て

50
分

 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
ケ
ア
を
対
象
者
別
に
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
発
達
段
階
に
よ
る
在
宅
看
取
り
ケ
ア
の
特
徴
が
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
障
が
い
者
の
在
宅
看
取
り
ケ
ア
の
特
徴
が
理
解
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
高
齢
者
、
成
人
、
小
児
、
各
々
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
在
宅
看
取
り
の
特
徴

 
 
 
精
神
面
の
支
援
（
役
割
等
）
を
含
む

 
2.

 
精
神
疾
患
や
難
病
等
の
障
が
い
者
の
在
宅
看
取
り

 

  
 

参
考
資
料

5 

 
 

4）
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

 
4.

 衣
生
活

 
1）

在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
衣
生
活
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
衣
生
活
の
把
握

 
3）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
衣
生
活
に
関
す
る
支
援

 
4）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

 
5.

 睡
眠
・
休
養

 
1）

在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
睡
眠
・
休
養
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
睡
眠
状
態
・
休
養
状
態
及
び
睡
眠
・
休
養
に
関
す
る
行
動
の
把
握

 
3）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
睡
眠
・
休
養
に
関
す
る
支
援

 
4）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

 
6.

 移
動

 
1）

在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
移
動
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
移
動
状
態
及
び
移
動
に
関
す
る
行
動
の
把
握

 
3）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
移
動
に
関
す
る
支
援

 
4）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

 
7.

 社
会
と
の
つ
な
が
り

 
 1

）
在
宅
療
養
生
活
に
お
け
る
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
特
徴

 
2）

在
宅
療
養
者
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
支
援

 
3）

在
宅
療
養
者
・
家
族
へ
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
支
援

 
4）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

  

  
 

―  24 ―



参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

12
. 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
家
族
へ
の
支
援

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
柴
田
三
奈
子
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
50

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
家
族
支
援
と
そ
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
訪

問
看

護
の

卓
越

者
か

ら
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

家
族

等
介

護
者

へ
の

支
援

に
関

す
る

具
体

的
な

経
験

を

学
び
、
自
己
の
看
護
に
取
り
入
れ
る
事
が
で
き
る
。

 
2.

 
家

族
等

介
護

者
へ

の
思

い
を

受
け

止
め

、
家

族
の

特
徴

に
応

じ
た

支
援

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

 
3.

 
本

人
の

意
思

が
確

認
で

き
な

い
場

合
に

訪
問

看
護

師
が

行
う

家
族

の
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
説

明
す

る

こ
と
が
で
き
る
。

 
4.

 
在
宅
看
取
り
に
向
け
た
家
族
の
心
構
え
と
準
備
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
家
族
等
介
護
者
の
死
別
へ
の
準
備
支
援
；
臨
死
期
の
身
体
的
変
化
に
関
す
る
説
明
、
予
期
悲
嘆
へ
の
ケ
ア

 
2.

 
家
族
等
介
護
者
の
特
徴
に
応
じ
た
在
宅
看
取
り
ケ
ア

 
3.

 
同
居
・
別
居
の
人
口
動
態

/家
族
形
態
（
家
族
介
護
者
が
い
る
、
独
居
、
老
老
介
護
）
ケ
ア
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

の
一
員
と
し
て
の
家
族

 
4.

 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
急
激
な
状
態
の
変
化
へ
の
対
応

 
1）

予
測
さ
れ
る
状
態
悪
化
や
急
変
の
具
体
的
な
状
況

 
2）

予
測
さ
れ
る
状
態
悪
化
時
や
急
変
時
に
向
け
た
準
備

 
医
療
機
関
へ
の
搬
送
の
希
望
確
認
、
搬
送
先
の
選
択
、
連
絡
先
の
明
示
、

 
検
死
に
な
ら
な
い
た
め
の
準
備
な
ど

 
3）

予
測
さ
れ
る
状
態
悪
化
時
や
急
変
時
の
対
応
方
法

 
連
絡
方
法
や
救
急
搬
送
時
の
対
応
：
家
族
、
主
治
医
、
救
急
車
、
医
療
機
関
、

 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
関
係
者
な
ど

 
4）

想
定
外
の
死
の
状
況
と
対
応
方
法
（
自
死
・
変
死
を
含
む
）

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
1.

 訪
問
看
護
対
象
論

 
1）

家
族
の
定
義

 
2）

 わ
が
国
の
家
族
の
特
徴
（
世
帯
構
造
の
変
化
な
ど
）

 
3）

家
族
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
在
宅
療
養
者
の
家
族
に
生
じ
や
す
い
課
題

 
（
介
護
離
職
、
多
重
介
護
、
虐
待
な
ど
）

 
4）

 家
族
の
機
能
・
役
割
・
特
徴

 
5）

 家
族
関
係
の
特
徴
（
家
族
員
の
相
互
作
用
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
な
ど
）

 
6）

 家
族
と
地
域
社
会
の
関
係
、
職
場
環
境

 
7）

 家
族
へ
の
支
援
の
あ
り
方
（
家
族
の
対
応
能
力
の
判
断
、
家
族
関
係
の
調
整
な
ど
）

 
2.

 急
変
時
の
対
応
体
制

 
1）

急
変
時
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
判
断
、
指
示

 
2）

急
変
時
の
連
絡
体
制

 
3.

 急
変
時
の
主
な
特
徴
と
対
応

 

参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

11
. 
在
宅
看
取
り
で
の
意
思
決
定
支
援
：
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 

担
当
者

 
中
島
朋
子
氏

 
ラ

イ
ブ

講

義
 

10
と
合
わ
せ
て

 
50

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
で
の
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

の
考
え
方
を
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
療
養
者
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

を
理
解
で
き
る
。

 
3.

 
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場
合
の
家
族
等
介
護
者
へ
の
意
思
決
定
支
援
の
実
際
を
理
解
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
療
養
者
本
人
も
含
め
た
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

 
2.

 
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場
合
の
家
族
等
介
護
者
の
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

 
3.

 
ケ
ア
チ
ー
ム
内
で
の
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（

AC
P）

の
共
有
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考
資
料

5 

 
 単

元
 

13
. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
藤
田
愛
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
グ
リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
・
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
び
、
療
養

者
・
家
族
へ
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
や
、
看
護
師
や
他
の
支

援
者
（
多
職
種
）
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
理
解
で
き
る
。

 
到
達
目
標

 
1
. 

グ
リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
何
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2
. 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
方
法
・
時
期
（
死
に
ゆ
く
過
程
含
む
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

 
3
. 

看
護
師
を
含
む
支
援
者
（
多
職
種
）
の
振
り
返
り
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
方
法
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1
. 

グ
リ
ー
フ
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は

 
2
. 

療
養
者
・
家
族
へ
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
方
法
・
時
期

 
ケ
ア
対
象
者
も
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
対
象
と
な
る

 
3
. 

事
業
所
内
で
の
取
り
組
み

 
1）

デ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

 
2）

お
悔
や
み
訪
問
（
訪
問
を
通
し
て
、
自
己
の
看
護
を
振
り
返
る
）

 
3）

多
職
種
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
よ
る
振
り
返
り

 

  
 

参
考
資
料
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1）
 心

肺
停
止

 
2）

 意
識
障
害

 
3）

 呼
吸
困
難

 
4）

 疼
痛
（
胸
痛
、
腹
痛
）

 
5）

 出
血
（
消
化
管
）

 
6）

 外
傷
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考
資
料

5 

 
    

 

単
元

 
15

. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
文
化
へ
の
配
慮

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
福
田
裕
子
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
お
い
て
、
文
化
的
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
多
様
な
文
化
を
背
景
に
持
つ
在
宅
療
養
者
が
増
え
て
い
る
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
療
養
者
・
家
族
の
背
景
に
あ
る
文
化
を
尊
重
し
た
在
宅
看
取
り
の
重
要
性
を
具
体
的
に
説
明
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
出
身
国
・
出
身
地
、
地
域
性
、
親
族
、
近
隣
、
宗
教
関
連
、
性
的
傾
向
・

LG
BT

 

参
考
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 単

元
 

14
. 
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
死
亡
確
認
と
死
後
の
ケ
ア

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
藤
田
愛
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
死
亡
時
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
、
死
後
の
ケ
ア
を
理
解
で
き
る
。

 
到
達
目
標

 
1.

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
死
亡
時
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
、
家
族
等
介
護
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2.

 
死
亡
時
に
看
護
師
が
行
う
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3.

 
在
宅
に
お
い
て
行
う
死
後
の
ケ
ア
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
（
施
設
と
異
な
る
）
在
宅
看
取
り
時
の
死
亡
確
認
の
方
法
の
特
徴
（
主
治
医
に
よ
る
死
亡
確
認
な
ど
）

 
2.

 
（
施
設
と
異
な
る
）
死
後
の
ケ
ア
の
特
徴
と
方
法
（
死
後
の
ケ
ア
と
尊
厳
を
守
る
ケ
ア
）

 
3.

 
葬
儀
業
者
と
の
連
携
（
死
後
の
処
置
の
確
認
な
ど
）

 
4.

 
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の
処
理
の
仕
方

 
例
）
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、

CV
ラ
イ
ン
、

PD
チ
ュ
ー
ブ
、
ド
レ
ー
ン
、

CV
ポ
ー
ト
な
ど

 
5.

 
使
用
し
た
医
療
機
器
・
福
祉
用
具
の
返
却
等
の
対
応

 
6.

 
多
職
種
へ
の
連
絡

 
連
絡
先
、
方
法
、
内
容

 
7.

 
遠
隔
に
よ
る
死
亡
診
断
に
お
け
る
訪
問
看
護
師
の
対
応

 
 
「
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）

を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
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考
資
料

5 

 
    

 

単
元

 
17

. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
先
進
機
器
の
活
用

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
岩
本
大
希
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
ケ
ア
で
活
用
さ
れ
て
い
る
先
進
機
器
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1
. 

在
宅
看
護
で
使
用
さ
れ
て
い
る
先
進
機
器
の
種
類
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2
. 

在
宅
看
取
り
に
お
け
る
先
進
機
器
を
活
用
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法
を
説
明
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
在
宅
看
取
り
ケ
ア
に
活
用
で
き
る
先
進
機
器
に
つ
い
て

 
1
. 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
機
能

 
電
子
聴
診
器
、
エ
コ
ー
、
多
機
能
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
（

AI
医
療
診
断
、

 
体
温
計
測
、
高
精
度
心
電
図
、
心
拍
血
圧
、
血
中
酸
素
計
測
機
器
な
ど
）

 
2
. 

見
守
り
機
能

 
 
 
見
守
り
セ
ン
サ
、
見
守
り
服
薬
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

 
3
. 

介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト

 
4
. 

そ
の
他

 

参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

16
. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
倫
理
的
課
題

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
福
田
裕
子
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
25

分
 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
ケ
ア
で
直
面
す
る
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
到
達
目
標

 
1
. 

在
宅
看
取
り
ケ
ア
で
直
面
す
る
倫
理
課
題
が
理
解
で
き
る
。

 
2
. 

在
宅
看
取
り
ケ
ア
で
直
面
す
る
倫
理
課
題
へ
の
対
処
方
法
が
理
解
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
在
宅
看
取
り
ケ
ア
で
直
面
す
る
倫
理
課
題

 
例
え
ば
、
在
宅
酸
素
を
し
な
が
ら
喫
煙
す
る
療
養
者
、
肝
硬
変
で
黄
疸
が
出
て
い
る
が
飲
酒
す
る
療
養
者
、
骨

転
移
が
あ
っ
て
も
最
期
ま
で
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
療
養
者
、
な
ど
治
療
と
相
反
す
る
生
活
を
ど
う
支
え
る
か

 
 2.

 
生
活
困
窮
者
等
の
課
題

 
 
経
済
的
理
由
で
必
要
と
す
る
治
療
や
ケ
ア
が
享
受
で
き
な
い

 
 3.

 
感
染
症

 
 
感
染
症
に
よ
る
制
限
な
ど

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
訪
問
看
護
で
起
こ
り
得
る
倫
理
的
課
題
と
対
応

 
1.
 
看
護
者
の
倫
理
綱
領
（
日
本
看
護
協
会
）

 
2.
 
看
護
師
の
倫
理
綱
領
（
国
際
看
護
師
協
会
）

 
3.
 
意
思
決
定
支
援
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
合
意
形
成
）

 
4.
 
倫
理
的
課
題
と
対
応
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資
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5 

 
  単

元
 

19
. 
在

宅
看

取
り

に
お

け
る

訪
問

看
護

記
録
の
書
き
方

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 

担
当
者

 
岩
本
大
希
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
18

と
合
わ
せ
て

25
分

 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
お
い
て
、
療
養
者
・
家
族
・
多
職
種
連
携
、
訪
問
看
護
制
度
・
報
酬
上
の
必
要
事
項
な
ど
、
日
々

の
記
録
で
記
載
す
る
べ
き
内
容
を
理
解
で
き
る
。

 
到
達
目
標

 
1
. 

訪
問
看
護
制
度
・
報
酬
上
に
お
い
て
在
宅
看
取
り
期
に
必
ず
記
載
す
べ
き
内
容
を
説
明
で
き
る
。

 
2
. 

療
養
者
や
家
族
な
ど
の
価
値
観
な
ど
記
載
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1
. 

在
宅
看
取
り
期
に
お
け
る
記
録
の
特
徴

 
状
態
像
の
変
化

 
療
養
者
・
家
族
の
価
値
観
・
思
い

 
多
職
種
連
携

 
2
. 

事
業
所
内
で
統
一
し
た
看
取
り
ケ
ア
を
実
践
す
る
た
め
の
工
夫

 
3
. 

訪
問
看
護
制
度
・
報
酬
上
記
載
す
べ
き
項
目

 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
1.

 記
録
の
目
的

 
1）

看
護
実
践
の
明
確
化

 
2）

看
護
実
践
の
根
拠

 
3）

訪
問
看
護
の
多
職
種
と
の
共
有
（

IC
T、

SN
S
の
活
用
）

 
4）

報
酬
請
求
の
裏
付
け

 
5）

看
護
の
評
価
の
資
料

 
6）

医
療
事
故
等
の
法
的
根
拠

 
2.

 記
録
の
種
類

 
1）

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
上
の
記
録

 
2）

訪
問
看
護
実
施
に
関
す
る
記
録

 
3.

 記
録
の
方
法

 
 1

）
記
録
用
紙
へ
の
記
録

 
 2

）
IC

T、
SN

S
の
活
用
に
よ
る
記
録
の
電
子
化

 
4.

 記
録
の
管
理

 
1）

訪
問
看
護
記
録
の
保
管
義
務

 
2）

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
い
た
記
録
の
取
り
扱
い

 
3）

記
録
の
開
示
方
法

 
4）

守
秘
義
務

  

参
考
資
料

5 

 
 単

元
 

18
. 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
看
護
過
程
の
展
開

 
受
講
方
法

 
時
間
数

 
担
当
者

 
岩
本
大
希
氏

 
ラ
イ
ブ
講
義

 
19

と
合
わ
せ
て

25
分

 

学
習
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
看
護
過
程
を
展
開
で
き
る
。

 
到
達
目
標

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
看
護
過
程
の
特
徴
を
理
解
で
き
る
。

 

内
容

 
特特

にに
ごご
講講

義義
いい
たた

だだ
きき
たた

いい
内内
容容

  
1.

 
在
宅
看
取
り
に
お
け
る
看
護
過
程
の
特
徴

 
1）

 情
報
収
集

(症
状
、
本
人
・
家
族
の
認
識

) 
2）

 解
釈

(ア
セ
ス
メ
ン
ト

) 
 
 
・
状
態
変
化
の
予
測

 
 
 
・
症
状
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度

 
 
 
・
評
価
ス
ケ
ー
ル
の
活
用
（
疼
痛
、
褥
瘡
、
意
識
レ
ベ
ル
等
）

 
3）

 看
護
計
画
の
立
案

 
 
 
・
訪
問
計
画

(頻
度
、
時
間

) 
 
 
・
多
職
種
連
携

(役
割
分
担

) 
4）

 実
施

 
5）

 評
価

 
 2.

 
生
活
モ
デ
ル
を
も
と
に
し
た
看
護
過
程
の
展
開

 
 

備
考

 
訪訪

問問
看看
護護

のの
基基
礎礎

的的
なな
研研

修修
でで
既既

にに
学学
習習

済済
みみ
のの

内内
容容

  
訪
問
看
護
過
程

 
1
. 

情
報
収
集

 
2
. 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト

 
3
. 

訪
問
看
護
計
画

 
4
. 

実
施
の
ポ
イ
ン
ト

 
5
. 

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
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6 

 
 

令
和

3
年

度
 

訪
問

看
護

師
向

け
在

宅
看

取
り

初
任

者
研

修
モ

デ
ル

事
業

 
3
日

目
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

開
始

-終
了

 
時
間

 
内
容

 

 
9：

20
-9
：

30
 

10
分

 
 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

 
・
本
日
の
進
行
方
法

 
事
務
局

 

 
9：

30
-9
：

45
 

15
分

 

『
在
宅
看
取
り
訪
問
看
護
過
程
の
展
開
』
訪
問
看
護
計
画
立
案
演
習

 

 
・
演
習
の
目
的

 

 
・
本
演
習
の
位
置
づ
け
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ラ
バ
ス
の
位
置
づ
け
）

 

 
・
演
習
の
進
め
方

 

 
・
注
意
点

 

事
務
局

 

 
9：

45
-1

0：
00

 
15

分
 

 
グ
ル
ー
プ
内
自
己
紹
介

 

 
・

7～
8
人

/1
0
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
る

 

 
・
司
会
お
よ
び
書
記
の
選
出

 

 
10

：
00

-1
1：

20
 

80
分

 

 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 

 
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
指
示
で
適
宜
休
憩
）

 

 
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

 
・
全
体
演
習
（
発
表
）
の
準
備

 

 
11

：
20

-1
1：

30
 

10
分

 
 
休
憩

 

 
11

：
30

-1
2：

00
 

30
分

 
 
全
体
演
習
（
発
表
）
 
＊
発
表
を
５

G
を
お
こ
な
う

 

 
12

：
00

-1
2：

10
 

10
分

 
 
『
在
宅
看
取
り
看
護
過
程
の
展
開
』
看
護
計
画
立
案
演
習
の
統
括

 

 
12

：
10

-1
3：

00
 

50
分

 
 
お
昼
休
憩

 

 
13

：
00

-1
3：

15
 

15
分

 

『
在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
』

 

 
・
演
習
の
目
的

 

 
・
本
演
習
の
位
置
づ
け
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ラ
バ
ス
の
位
置
づ
け
）

 

 
・
演
習
の
進
め
方

 

 
・
注
意

 

事
務
局

 

 
13

：
15

-1
3：

20
 

10
分

 
 
休
憩

 

 
13

：
20

-1
4：

20
 

60
分

 

 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

 

 
・

7～
8
人

/1
0
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
る

 

 
・
訪
問
看
護
師
、
利
用
者
、
家
族
の
役
を

1
回
ま
た
は

2
回

ず
つ
体
験
す
る

 

 
・
役
作
り

3
分
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

7
分
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

5
分
の
計

15
分

を
4
回
実
施

 

 
14

：
20

-1
4：

30
 

10
分

 
 
休
憩

 

 
14

：
30

-1
5：

00
 

30
分

 
 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

 
15

：
00

-1
5：

30
 

30
分

 
 
全
体
演
習
（
発
表
）
 
＊
発
表
を
５

G
を
お
こ
な
う

 

 
15

：
30

-1
6：

00
 

30
分

 
 

3
日
間
の
ま
と

め
 

 
16

：
00

～
 

30
分

 

 
閉
会
の
挨
拶

 
事
務
局

 

 
今
後
の
説
明

 

 
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
・
修
了
書
の
発
行
に
つ
い
て

 

 
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
後
退
室
く
だ
さ
い
）

 

事
務
局

 

 

参
考
資
料

6 

 
 フフ

ァァ
シシ

リリ
テテ

ーー
タタ

ーー
ママ

ニニ
ュュ

アア
ルル

 
  

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
ご
依
頼
に
関
し
て

 
 

 
こ

の
度
当
財
団

事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
回

の
演
習
は
訪

問
看
護
の
第

一
線
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る

認
定

看
護
師
・
専

門
看
護
師
の

方
々
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ

ー
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ

き
開
催
い
た

し
ま
す
。
何

卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 【
演
習
】

 
 
開
催
日
時
：

11
月

27
日
（
土
）

9：
20

～
16

：
00

 
 

1
月

29
日
（
土
）

9：
20

～
16

：
00

 
 
開
催
方
法
：

Zo
om

を
活
用
し
た
演
習

 
参
加
方
法
：
①
当
日
は
時
間
に
な
り
ま
し
た
ら
、
届
い
た
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

U
RL

に
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。
 

 
②
名
前
「
グ
ル
ー
プ
名

-講
師
○
○
○
」
と
お
願
い
し
ま
す
。

 
 使
用
す
る
資
料
：
①
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
ご
依
頼
に
関
し
て

(当
資
料

) 
 
 
 
 
 
 
 
②

3
日
目
 
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
 
 
 
 
 
 
 
③
訪
問
看
護
指
示
書

  
 
 
 
 
 
 
 
④
看
護
サ
マ
リ
ー
 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑤
訪
問
看
護
計
画
書
（

W
or

d）
 

 
 
 
 
 
 
 
⑥
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
シ
ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
⑦
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
説
明
資
料

 
 【
受
講
対
象
者
に
関
し
て
】

 
 
今
回
は
以
下

1）
～

4）
全
て
を
満
た
す
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
1）

訪
問
看
護
に

6
か
月
以
上

3
年
で
従
事
し
て
い
る
看
護
職

 
2）

在
宅
看
取
り
初
心
者
（
未
経
験
も
し
く
は
数
例
程
度
の
経
験
）

 
3）

所
属
部
署
の
管
理
者
の
推
薦
を
受
け
た
者

 
4）

そ
の
他

 
訪
問
看
護
の
基
礎
的
な
研
修
（
訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
、
訪
問
看
護

eラ
ー
ニ
ン
グ
（
訪
問
看
護
 
基

礎
講
座
）
な
ど
）
を
受
講
し
て
い
る
者

 
 

グ
ル

ー
プ
わ
け
に

つ
い
て
、
配

信
業
者
が
グ

ル
ー
プ
わ
け

を
行
な
い
ま

す
、
当
日
の

状
況
に
よ
っ

て
、
急
遽
欠

席
さ
れ
る

方
も

あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
ご

了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、

当
日
 
困
っ

た
こ
と
な
ど

あ
り
ま
し
た

ら
チ
ャ
ッ
ト

で
事
務
局
ま

で
ご

質
問
く
だ
さ

い
。
な
お
、

出
席
者
の
確

認
を
お
願
い

し
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
名

簿
は
当
日
ま

で
に
送
信
い

た
し
ま
す
）
 

 〒
15

0-
00

01
 

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前

5-
8-

2 
日
本
看
護
協
会
ビ
ル
５

F 
公
益
財
団
法
人
 
日
本
訪
問
看
護
財
団
 
初
任
者
研
修
モ
デ
ル
事
業
担
当

 
TE

L 
03

-5
77

8-
70

01
（

代
表
）

  
e-

m
ai

l: 
＊
＊
＊
＊
 
研 研

修修
当当

日日
のの

連連
絡絡

先先
：：
＊＊

＊＊
＊＊

＊＊
  

 
 

―  30 ―



参
考
資
料

6 

 
 

看
護

サ
マ

リ
ー

 
記
入
日
：
 
 
 

20
22

 年
 
〇
 
月
 
〇
日

 
氏
名

 
山
田
太
郎
氏

 
男
・
女

 
住
所

 
〒
 
 
東
京
都
渋
谷
区

 
生
年
月
日

 
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
生
 
 
 

72
歳

 
TE

L 
 

 
介 護 者 情 報 

 
 

氏
名

 
続
柄

 
住
所

 
電
話
番
号

 
主
介
護
者

 
妻

 
 

 
 

 
 

 
家
族
構
成

 
家
族
人
数
（
 
 

2 
 
人
）

 
同
居
人
数
（
 
 
 
 
 
人
 
続
柄
：
 
 
 
 
 
 
 
）
 

要
介
護
度

 
要
介
護
２

 
そ
の
他

 
 

 
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

 
■
■
居
宅
支
援
事
業
所

 
TE

L 
 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

 
 

主 治 医 

医
療
機
関
名

 
○
○
大
学
病
院

 
医
師
名

 
 

 
住
所

 
 

TE
L 

 
 

疾
患
名

 
食
道
が
ん
術
後
、
肺
転
移
、
多
発
骨
転
移

 

既
往
歴

 
○
○
大
学
病
院
に
て

X－
5
年
に
食
道
癌
で
手
術
。

 
X
年

3
月
の
定
期
検
査
で
肺
転
移
、
多
発
骨
転
移
の
診
断
の
た
め
、

BS
C（

ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア
）
の

方
向
と
な
る
。
同
月
に
多
発
骨
転
移
に
対
し
て
、
疼
痛
緩
和
目
的
で
入
院
に
て
放
射
線
治
療
を
施
行
。
癌
性
疼

痛
を
生
じ
て
お
り
終
末
期
の
状
態
で
あ
る
。

 
 

服
薬
中
の
薬

 
M

S
コ
ン
チ
ン
錠

10
㎎
 

2
錠
２

X、
オ
プ
ソ
内
服
液

5
㎎
 

2,
5
㎖
 

1
回
、
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン

3
錠
３

X、
ス
イ
ン
プ
ロ
イ
ク
錠

0,
2
㎎
、
ラ
ベ
プ
ラ
ゾ
ー
ル

N
a
錠

20
㎎

 

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
（
最
新
）

 
体
温

 
36

.8
℃

 
血
圧

 
11

0/
66

 
脈
拍

 
90

 
Sp

O
2 

96
%

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

 
 

 
 

介
助
量

 
詳
細

 

A D
 L 

食
事

 
自
立

 
全
粥
、
軟
菜
を
摂
取
。
時
々
、
咽
る
様
子
あ
り
。

 
移
動

 
見
守
り

 
検
査
等
の
移
動
は
車
い
す
介
助
で
行
っ
て
い
る
。

 
更
衣

 
自
立

 
 

清
潔

 
一
部
介
助

 
歩
行
時
の
ふ
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
見
守
り
下
で
入
浴
を
行
っ
て
い
る
。

 
排
尿

 
自
立

 
ふ
ら
つ
き
強
い
た
め
、
ト
イ
レ
歩
行
は
看
護
師
付
き
添
い
で
行
っ
て
い
る
。

 
排
便

 
自
立

 
排
便
回
数
：

2～
3
日

/1
回
 
最
終
排
便
：
退
院
日

 
そ
の
他

 
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
：
定
時
の

M
S
コ
ン
チ
ン
錠
内
服
。
屯
用
薬
の
オ
プ
ソ
は
、
看
護
師
の
声
掛
け

で
服
用
す
る
程
度
で
す
が
、
十
分
な
除
痛
を
図
れ
て
い
な
い
様
子
で
す
。

 
医 療 処 置 

褥
瘡
処
置
・
中
心
静
脈
・
点
滴
・
酸
素
療
法
・
吸
引
・
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
な
ど

 

備
考

 
 

病 状 ・ 看 護 の 経 過 な ど 

x
年
外
来
受
診
時
に
腰
痛
の
悪
化
あ
り
、
精
査
に
て
肺
転
移
、
多
発
骨
転
移
を
認
め
加
療
目
的
で
入
院
と
な
る
。

 
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
介
入
の
も
と
、
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
。
現
在
は
上
記
処
方
で
調
整
し
て
い
る
が
本
人
の
希
望
す

る
除
痛
を
図
れ
て
い
な
い
。
奥
様
に
は
週
単
位
～

1
ヶ
月
前
後
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
こ
と
、
急
変
時
の

D
N

R
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
同
意
。
当
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
の
説
明
を
行
っ
た
が
、
ご
本
人
は
在
宅
で
の
最
期
を
希
望
さ
れ
、
奥
様
も
本
人
の

意
向
に
添
い
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
申
し
込
み
は
し
て
い
な
い
。

 
そ の 他 

主
介
護
者
で
あ
る
奥
様
は
、
ご
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
在
宅
療
養
や
在
宅
見
取
り
に
不
安
を

抱
え
覚
悟
が
で
き
な
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
奥
様
の
精
神
的
な
支
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

 
病
院
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記
入
者
名
：
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訪
 
問
 
看
 
護
 
指
 
示
 
書

 
在
宅
患
者
訪
問
点
滴
注
射
指
示
書

 
※
該
当
す
る
指
示
書
を
○
で
囲
む
こ
と

 
訪
問
看
護
指
示
期
間
 
（

20
22

年
〇
月
△
日
 
～

 2
02

3
年
〇
月
〇
日
）

 
点
滴
注
射
指
示
期
間
 
（
 

  
 
年
 
 
月
 
 
日
 
～

  
 

 年
 
 
月
 
 
日
）

 
患
者
氏
名

 
山
田
太
郎
氏

 
生
年
月
日
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
（
 
 

72
 

 
歳
）

 
患
者
住
所

 
東
京
都
渋
谷
区

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
（
 
 
 

 ）
  

 
 
 
－
 
 
 
 

 
主
た
る
傷
病
名

 
（
１
）
 
 
食
道
癌
術
後
終
末
期
 
 
（
２
）
 
多
発
骨
転
移
 
 
（
３
）
肺
転
移

 

現 在 の 状 況 （ 該 当 項 目 に○ 等 ） 

病
状

・
治

療
 

状
態

 
〇
〇
大
学
病
院
に
て

X－
5
年
に

食
道
癌
で
手
術
。

 
X
年

3
月
の
定

期
検
査
で
多
発
骨
転
移
の
診
断
。
末
期
の
状
態
で
あ
り

BS
C
の

方
向
と
な
る
。

 
同
月
に
多
発
骨
転
移
に
対
し
、
疼
痛
緩
和
目
的
で
入
院
に
て
腰
椎
に
放
射
線
治
療
を
施
行
し
て
い
る
。

 
投

与
中

の
薬

剤
 

の
用

量
・

用
法

 
 

M
S
コ
ン
チ

ン
錠

10
㎎
 

2
錠
２

X、
オ
プ
ソ
内
服
液

5
㎎
 

2,
5
㎖
 

1
回

、
ロ

キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン

3
錠

３
X、

ス
イ
ン
プ
ロ
イ
ク
錠

0,
2
㎎
、
ラ
ベ
プ
ラ
ゾ
ー
ル

N
a
錠

20
㎎
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日

常
生

活
 

自
立

度
 

寝
た

き
り

度
 

Ｊ
１
 
Ｊ
２
 
Ａ
１
 
Ａ
２
 
Ｂ
１
 
Ｂ
２
 
Ｃ
１
 
Ｃ
２

 

認
知

症
の

状
況

 
Ⅰ
 

  
Ⅱ

a 
  

 Ⅱ
b 

  
 Ⅲ

a 
  

 Ⅲ
b 

  
 Ⅳ

  
  
Ｍ

 

要
介

護
認

定
の

状
況

 
要
支
援
（
 
１
 
２
 
）
 
要
介
護
（
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
）

 

褥
瘡

の
深

さ
 

Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｐ
分
類
 
Ⅲ
度
 
Ⅳ
度
 
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
分
類
 
Ｄ
３
 
Ｄ
４
 
Ｄ
５
 
 

 
装

着
・

使
用

 
医

療
機

器
等

 
１
．
自
動
腹
膜
灌
流
装
置
 
 
２
．
透
析
液
供
給
装
置
 
 
３
．
酸
素
療
法
（
 
 
ｌ
／

m
in
）

 
４
．
吸
引
器
 
 
 
 
 
 
 
５
．
中
心
静
脈
栄
養
 

  
 ６

．
輸
液
ポ
ン
プ

 
７
．
経
管
栄
養
 
 
 
（

 経
鼻

 ・
 胃

瘻
 ：

 サ
イ
ズ

  
  

  
  

  
 
、
 

  
 日

に
１
回
交
換
）

 
８
．
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
（

 部
位
：
 
 
 
 
 
サ
イ
ズ

  
 
 
 
 
 
、

  
 

 日
に
１
回
交
換
）

 
９
．
人
工
呼
吸
器

  
  
（

 陽
圧
式

 ・
 陰

圧
式

 ：
設
定
 
 
 

  
  

  
 
 
 
 

  
 
 

  
）

 
10

．
気
管
カ
ニ

ュ
ー
レ
（
サ
イ
ズ
 
 

  
  

 ）
 

11
．
人
工
肛
門

 
 
 
 
 
 

12
．
人
工
膀
胱
 
 
 
 
 

13
．

そ
の
他
（

  
  

 
 
 
 
 

  
 ）

 
留
意
事
項
及
び
指
示
事
項

 
Ⅰ
 
療
養
生
活
指
導
上
の
留
意
事
項
 
が
ん
性
疼
痛
の
悪
化
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
Ⅱ
 
１
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
訪
問
看
護
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
に
つ
い
て

 

１
日
あ
た
り

20
・

40
・

60
・
（
 

 
 
）
分
を
週
（
 
 
 
）
回
（
注
：
介
護
保
険
の
訪
問
看
護
を
行
う
場
合
に
記
載

 
 
 
２
．
褥
瘡
の
処
置
等

 
 
 
３
．
装
着
・
使
用
医
療
機
器
等
の
操
作
援
助
・
管
理

 
４
．
そ
の
他
 
在
宅
看
取
り
の
方
向
で
す
。
今
後
の
痛
み
の
状
態
に
よ
り
処
方
内
容
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

 
状
態
共
有
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
在
宅
患
者
訪
問
点
滴
注
射
に
関
す
る
指
示
（
投
薬
薬
剤
・
投
薬
量
・
投
与
方
法
等
）

 

緊
急
時
の
連
絡
先

 
不

在
時

の
対

応
 

特
記
す
べ
き
留

意
事
項

（
注
：
薬
の
相
互
作
用
・
副
作
用
に
つ
い
て
の
留
意
点
、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
既
往
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
利

用
時
の
留
意
事
項
等
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
下
さ
い
。）

 
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
指
示

 
（
 
無
 
 
有

 ：
 指

定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
た
ん
の
吸
引
等
実
施
の
た
め
の
訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
指
示

 
（
 
無
 
 
有

 ：
 訪

問
介
護
事
業
所
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

上
記
の
と
お
り
、
指
示
い
た
し
ま
す
。

 
20

22
 

年
 
〇
 
月
 
△
日

 
医
療
機
関
名
 
 
〇
〇
大
学
病
院

 
住
 
 
 
所
 
 
東
京
都
〇

 
電
 
 
 
話

 
（

F 
A 

X．
）

 
医
師
氏
名
 
 
 
〇
〇
 
〇
〇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 
 
 

 
事
業
所
名
 
 
 
 
 

〇
〇
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 

〇
〇
管
理
者

  
  
 

 
殿
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ロ
ー
ル
プ
レ
イ
シ
ナ
リ
オ
 

 

『
終
末
期
が
ん
で
あ
る
療
養
者
の
「
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」
意
向
を
尊
重
し
た
支
援
』
 

 【
情
報
】
 

食
道
が
ん
術
後
。
食
事
の
飲
み
込
み
に
く
さ
か
ら
食
事
量
が
減
少
し
、
手
術
前
か
ら
体
重
が

1
0
㎏
低
下
再
入

院
し

た
。

入
院

前
は

腰
痛

の
た

め
、

ベ
ッ

ド
に

横
に

な
る

こ
と

が
多

い
生

活
で

あ
っ

た
。

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

｟
訪
問
介
護
員
に
よ
る
身
体
介
護
（
入
浴
介
助
）
｠
を
利
用
し
な
が
ら
在
宅
療
養
さ
れ
て
い
た
。
 

今
回

、
病

状
に

つ
い

て
説

明
を

受
け

た
山

田
太

郎
氏

は
「

延
命

治
療

は
し

て
ほ

し
く

な
い

が
痛

み
や

辛
い

症

状
は

と
っ

て
ほ

し
い

。
家

で
過

ご
し

た
い

」
と

話
し

て
い

た
。

妻
は

「
夫

の
気

持
ち

を
大

事
に

し
た

い
、

自
宅

で
看
た
い
。
」
と
山
田
太
郎
氏
の
意
向
を
尊
重
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
妻
は
「
家
に
帰
っ
て
何
か
あ

っ
た

ら
ど

う
す

る
ん

で
す

か
。

夫
が

辛
そ

う
に

し
て

い
る

と
ど

う
し

た
ら

良
い

か
分

か
ら

な
い

。
何

も
で

き
な

い
。
」
と
在
宅
療
養
に
向
け
て
不
安
を
漏
ら
し
て
い
た
。
病
院
か
ら
は
今
し
か
帰
れ
ま
せ
ん
よ
、
不
安
な
ら
い
つ

で
も
病
院
に
戻
っ
て
き
て
も
い
い
で
す
よ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

退
院

に
向

け
て

、
こ

れ
ま

で
利

用
し

て
い

た
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
（

介
護

支
援

専
門

員
、

訪
問

介
護

員
）

に

加
え
て
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護
を
利
用
開
始
と
な
る
。
 

本
日

 
訪

問
看

護
師

が
初

回
訪

問
し

た
。

訪
問

看
護

師
は

玄
関

で
挨

拶
を

お
こ

な
い

、
２

階
の

居
室

に
向

か

っ
た

。
山

田
太

郎
氏

は
自

宅
に

戻
り

安
心

し
た

表
情

で
ベ

ッ
ド

に
横

に
な

っ
て

お
り

、
妻

は
不

安
そ

う
な

表
情

を
浮
か
べ
て
い
た
。
 

・
住
ま
い
は
戸
建
て

2
階
建
て
、
ト
イ
レ
や
浴
室
は

1
階
、
居
室
や
寝
室
は

2
階
に
あ
る
。
 

・
長
男
家
族
は
県
外
に
住
み
、
山
田
太
郎
氏
の
こ
と
を
心
配
し
家
族
関
係
は
良
い
が
月
に

1
回
様
子
を
み
に

く
る
程
度
で
、
介
護
の
協
力
は
難
し
い
状
況
。
 

 
 

〇
訪

問
看

護
計

画
を

立
案

し
初

め
て

自
宅

へ
訪

問
、

2
階

の
居

室
で

療
養

者
と

家
族

と
出

会
う

場
面

を
イ

メ
ー

ジ
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
訪
問
看
護
と
し
て
、
第

1
声
ど
の
よ
う
な
声
掛
け
を
し
ま
す
か
？
そ
の
声
掛
け

に
対
し
て
、
療
養
者
・
家
族
と
し
て
ど
の
よ
う
に
反
応
し
ま
す
か
。
役
に
な
り
切
り
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

〇
で

は
、

訪
問

看
護

師
役

、
家

族
役

、
利

用
者

役
、

観
察

者
役

を
決

め
て

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
実

施
し

て
い

く
だ

さ
い
。
 

 

参
考
資
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6 

 
 別
紙
様
式

1 
 

○医
 訪

問
看
護
計
画
書
 

ふ
り

が
な

 
 

生
年
月
日

 
 
 
 
年
 
 

  
月
 

  
 
日
（
 
 
 
）
歳

 
利
用
者
氏
名

 
 

要
介

護
認

定
の

状
況

 
自
立
 
 
要
支
援
（

  
1 

  
 2

 
）
 

  
要
介
護
（
 

1 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 
）

 

住
 
 
 
所

 
 

看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
標

 
   
年
 
月
 
日

 
問
 
題
 
点
・
 
解
 
決
 
策

 
評
価

 
        

       

        
衛

生
材

料
等

が
必

要
な

処
置

の
有

無
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有
 
 
・
 
 
無

 
処
置
の
内
容

 
衛
生
材
料
（
種
類
・
サ
イ
ズ
）
等

 
必
要
量

 
   

   

   
訪
問
予
定
の
職
種

（
※
当
該
月
に
理
学
療
法
士
等
に
よ
る
訪
問
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
記
載
）

 

 備
考

 
   上

記
の
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
指
定
訪
問
看
護
又
は
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

 
 
 
 
年
 

  
 月

 
  
 
日

 
事
業
所
名

 
管
理
者
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
印

 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

 殿
 

受
講

ID
  

氏
名
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JV
NF

訪
問
看
護
指
示
書
・
看
護
サ
マ
リ
ー
を
通
し
て
、

療
養
者
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
初
回
訪
問
時
の
訪
問
看
護
計
画

を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

学
習

目
標

メ
ン
バ

ー
担

当
表

JV
NF

3

Zo
om

名
前

記
載

例
）

A
講

師
-岩

本

ググ
ルル

ーー
ププ
名名

フフ
ァァ
シシ
リリ
テテ
ーー
タタ

A
岩
本

大
希

氏

B
大
橋

奈
美

氏

C
清
野

美
砂

氏

D
柴
田

三
奈
子

氏

E
島
田

珠
美

氏

F
富
岡

里
江

氏

G
中
島

朋
子

氏

H
藤
田

愛
氏

I
髙

橋
洋
子

氏
／
福
田

裕
子

氏

J
鷹
野

美
和

氏

全
体
発

表
総

括
ま
と
め

平
原

優
美

氏

在
宅
看
取
り
の
訪
問
看
護
過
程
の
展
開

～
訪
問
看
護
計
画
立
案
演
習
～

JV
NF

2
JV
NF

訪訪
問問

看看
護護

師師
向向

けけ
在在

宅宅
看看

取取
りり

教教
育育

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム
のの

開開
発発

事事
業業

令令
和和

33
年年

度度
「「

訪訪
問問

看看
護護

師師
向向

けけ
在在

宅宅
看看

取取
りり

初初
任任

者者
研研

修修
モモ

デデ
ルル

事事
業業

」」

グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
ル

プ
レ
イ

説
明

資
料

1

―  33 ―
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6

JV
NF

1.
参
加
者
（
7～

8名
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
1名

）
で
構

成
す
る

2.
司
会
者
・
書
記
を
決
定
す
る

3.
そ
れ

ぞ
れ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
議

論
す
る

4.
2日

間
で
学
ん
だ
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
自
作
成

し
た
訪

問
看

護
計

画
書

を
基

に
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

を
実

施
す
る

例
）

グ
ル

ー
プ

8名
+

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
1名

A
佐

藤
太

郎
A

伊
藤

次
郎

A講
師
-岩

本 8

グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
の

実
施

方
法

JV
NF

1.
自

己
紹

介
の

目
的

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
や

他
の

参
加

者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
対

す
る
緊

張
緩

和
と

グ
ル

ー
プ
の

凝
集

性
及

び
協

調
性

の
向

上
を
目

指
す

2.
一

人
ず
つ
自

己
紹

介
自

己
紹

介
例

：
氏

名
、
施

設
名

何
県

〇
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〇
病

院
研

修
に
参

加
し
た
理

由
そ
の

他
（
地

元
の

特
産

品
や

ア
ピ
ー
ル

し
た
い
事

な
ど
）

40
秒
/人

程
度

3.
自

己
紹

介
終

了
7

自
己

紹
介

に
つ
い
て

9：
45

～
10

：
00

JV
NF

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

6

時時
間間

内内
容容

9：
20

～
9：
30

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

9：
30

～
9：
45

グ
ル
ー
プ
わ
け
（
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
へ
移
動
）

9：
45

～
10

：
00

①
自
己
紹
介

10
：
00

～
11

：
20

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
施
後
、
全
体
発
表
の
準
備

（
休
憩
は
各
グ
ル
ー
プ
で
適
宜
10

分
程
度
お
取
り
く
だ
さ
い
）

11
：
20

～
11

：
30

休
憩
（
各
グ
ル
ー
プ
は
メ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
へ
移
動
）

11
：
30

～
12

：
00

③
全
体
発
表
、
質
疑
応
答

12
：
00

～
12

：
10

総
括

事
前

課
題

に
つ
い
て

JV
NF

5

参
考

資
料

資
料

訪
問
看
護
指
示
書

看
護
サ
マ
リ
ー

提
出

課
題

資
料

訪
問
看
護
計
画
書

提
出
：
11

/2
5(
木
）
12

：
00

参
考
：
日
本
看
護
協
会
,看

護
チ
ー
ム
に
お
け
る
看

護
師

・
准

看
護

師
及

び
看

護
補

助
者

の
業

務
の
あ
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
活
用
ガ
イ
ド
,2
02

1年
度

改
訂

版
．

―  34 ―



参
考
資
料

6

JV
NF

1
.
在
宅
看
取
り
の
初
回
訪
問
時
に
お
い
て
療
養
者
や
家
族
の

揺
れ
動
く
気
持
ち
を
理
解
し
、
思
い
を
引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
体

験
す
る

2
.
1
を
通
し
て
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
傾
向
を
知
る

12

学
習

目
標

在
宅
看
取
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

JV
NF

11

～
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
～

グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
（
解

説
の

ポ
イ
ン
ト
）（

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
用

ス
ラ
イ
ド
）

JV
NF

10

1.
提
出
課
題
と
し
て
、
訪
問
看
護
計
画
を
立

案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
宅
看
取
り
の
計

画
を
立

案
す
る
上

で
、
難

し
か

っ
た
こ
と
や

感
想

を
お
聞

か
せ

く
だ
さ
い
。

⇒
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の

位
置

づ
け
で
意

見
を
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

2.
山

田
太

郎
さ
ん
の

初
回

訪
問

に
向

け
て
訪

問
看

護
計

画
を
立

案
す
る
上

で
、
さ
ら
に
追

加
で
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
を
挙
げ
て
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

⇒
家

族
情

報
、
本

人
の

気
持

ち
な
ど

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

シ
ナ
リ
オ
に
あ
る
よ
う
な
内

容
が

出
て
く
る
か

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
経

験
か

ら
重

要
だ
と
思

わ
れ

る
よ
う
内

容
を
導

き
く
だ
さ
い
。

3.
現

在
の

山
田

太
郎

さ
ん
に
、
あ
な
た
が

最
も
優

先
順

位
が

高
い
と
考

え
る
看

護
に
つ
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の

理
由

を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

⇒
本

人
や

家
族

の
ニ
ー
ズ
、
地

域
の

リ
ソ
ー
ス
、
本

人
の

症
状

の
変

化
・
予

後
予

測
な
ど
が

含
ま
れ

て
い
る
か

テ
キ
ス
ト
P1

59
を
参
照
し
な
が
ら
お
願
い
し
ま
す
。

JV
NF

9

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト

1.
提
出
課
題
と
し
て
、
訪
問
看
護
計
画
を
立

案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
宅
看
取
り
の
計

画
を
立

案
す
る
上

で
、
難

し
か

っ
た
こ
と
は

何
で
す
か

？

2.
山

田
太

郎
さ
ん
の

初
回

訪
問

に
向

け
て
訪

問
看

護
計

画
を
立

案
す
る
上

で
、
さ
ら
に
追

加
で
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
を
挙
げ
て
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

3.
現

在
の

山
田

太
郎

さ
ん
に
、
あ
な
た
が

最
も
優

先
順

位
が

高
い
と
考

え
る
看

護
に
つ
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の

理
由

を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

10
：
00

～
11

：
20

―  35 ―



参
考
資
料

6

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

手
順

1 JV
NF

1
.
訪

問
看

護
師

役
と
療

養
者

役
・
家

族
役

・
観

察
者

役
の

順
番

を
決

定
す
る

2
.
訪

問
看

護
師

役
の

名
前

を
決

定
し
、
Z
O
O
M
の

名
前

を
変

更
す
る
「
A
-
佐

藤
太

郎
訪

問
看

護
師

3
.
シ
ナ
リ
オ
を
読

む

4
.
療

養
者

役
、
家

族
の

設
定

を
確

認
し
、
Z
O
O
M
の

名
前

を
変

更
す
る
「
A
-
伊

藤
次

郎
療

養
者

」
「
A
-
藤

田
美

咲
家

族
」

16

例
）

グ
ル

ー
プ

8
名

+
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
1
名

A
伊

藤
次

郎
療

養
者

A
藤

田
美

咲
家

族

A
佐

藤
太

郎
訪

問
看

護
師

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

実
施

方
法 JV

NF

〇
時

間
配

分
1
3
：
2
0
-
1
4
：
2
0
（
6
0
分

）


訪

問
看

護
師

、
療

養
者

、
家

族
の

役
を
1
回

か
ら
2
回

ず
つ
体

験


役

作
り
3
分

、
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
7
分

、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
5
分

の
計

1
5
分

で
4
回

実
施


全

員
が

訪
問

看
護

師
役

を
実

施
で
き
な
い
の

で
、
各

メ
ン
バ
ー
に

事
前

に
①

～
⑧

の
役

割
を
決

定


時

間
通

り
に
い
か

な
い
場

合
も
、
時

間
で
途

中
中

断


2
日

間
で
学

ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ポ
イ
ン
ト
を
復

習
し
な
が

ら
実

施


1
5
時

ま
で
に
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
、
す
べ

て
終

了

15

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

JV
NF

1
回

目
13

：
20
-1
3 ：
23

役
作

り
（
3 分

）
訪

問
看

護
師

①
療

養
者

②
家

族
③

13
：
23
-1
3 ：
30

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
（
7 分

）

13
：
30
-1
3 ：
35

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
5 分

）

2
回

目
13

：
35
-1
3 ：
38

役
作

り
（
3 分

）
訪

問
看

護
師

④
療

養
者

⑤
家

族
⑥

13
：
38
-1
3 ：
45

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
（
7 分

）

13
：
45
-1
3 ：
50

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
5 分

）

3
回

目
13

：
50
-1
3 ：
53

役
作

り
（
3 分

）
訪

問
看

護
師

⑦
療

養
者

⑧
家

族
①

13
：
53
-1
4 ：
00

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
（
7 分

）

14
：
00
-1
4 ：
05

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
5 分

）

4
回

目
14

：
05
-1
4 ：
08

役
作

り
（
3 分

）
訪

問
看

護
師

②
療

養
者

③
家

族
④

14
：
08
-1
4 ：
15

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
（
7 分

）

14
：
15
-1
4 ：
20

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
5 分

）

14
：
20
-1
4 ：
30

休
憩

14
：
30
-1
5 ：
00

グ
ル

ー
プ
内

で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

14

残
り
4～

5人
は

観
察

者

JV
NF

13

時時
間間

分分
内内

容容

1
3
：
2
0
-
1
4
：
2
0

6
0
分

ロ
ー
ル

プ
レ
イ

役
作

り
3
分

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
7
分

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

5
分

計
1
5
分

×
4
回

実
施

1
4
：
2
0
-
1
4
：
3
0

1
0
分

休
憩

1
4
：
3
0
-
1
5
：
0
0

3
0
分

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

1
5
：
0
0
-
1
5
：
3
0

3
0
分

全
体
発
表

1
5
：
3
0
-
1
6
：
0
0

3
0
分

3
日

間
の

ま
と

め

1
6
：
0
0
-

今
後

に
つ

い
て

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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6

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

方
法

2 JV
NF

3.
訪
問
看
護
師
役
の
反
応
（
言
葉
や
非
言
語
的
に
反
応
）
に
注
意
を
向
け
る
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
と
き
に
、
療

養
者

と
の

場
合

と
同

じ
よ
う
に
、
受

け
て
の

言
葉

や
非

言
語

的
な
反

応
に
注

意
を
向

け
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が

ど
う
い
う
意

味
（
受

け
て
の

反
応

）
を
も
た
ら
す
か

を
知

る
事

が
大

切
で
あ
る
。

4.
気
づ
い
た
こ
と
を
全
て
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
受
け
手
が
一
度
に
対
処
で
き
る
量
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

量
を
限

定
す
る
。
例

え
ば

、
５
つ
気

づ
い
て
も
２
つ
か
3つ

の
指

摘
に
と
ど
め
る
。

5.
押

し
付

け
る
の

で
は

な
く
、
謙

虚
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
。
受

け
手

が
積

極
的

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
得

よ
う
と
し
た
時

や
特

定
の

質
問

に
対

し
て
助

け
を
求

め
て
い
る
時

、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は

よ
り
効

果
的

に
受

け
止

め
ら
れ

る
。

20

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

方
法

1 JV
NF

1.
よ
い
、
悪

い
、
正

し
い
、
正

し
く
な
い
と
い
っ
た
評

価
や

批
判

で
な
く
、
説

明
的

な
コ
メ
ン
ト
を

す
る

例
）

よ
い
例

：
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
た
方

が
い
い
よ
う
に
思

い
ま
し
た

悪
い
例

：
療

養
者

さ
ん
を
無

視
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
し
た

2.
一
般
論
で
な
く
具
体
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

例
)
よ
い
例

：
療

養
者

さ
ん
が

涙
ぐ
ん
だ
時

に
、
あ
な
た
の

表
情

が
変

わ
ら
な
か

っ
た
の

で
、
共

感
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か

り
ま
せ

ん
で
し
た

悪
い
例

：
療

養
者

さ
ん
に
共

感
を
示

し
て
い
な
か

っ
た

19

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

手
順

JV
NF

18

自
分
の
役
を
振
り
返
り
、
1
人
2
分
程

度
発
言
し
、
7
～
8
人
で
共
有
す
る

観
察

者
も
振

り
返

り
を
お
こ
な
う
（
時

間
内

で
）

【
順

番
】

訪
問

看
護

師
役

⇒
療

養
者

役
⇒

家
族

役
⇒

観
察

者
役

そ
れ

ぞ
れ

が
、
や

っ
て
み

た
感

想
、
良

か
っ
た
点

、
改

善
し
た
い
と
思

っ
た
事

、
訪

問
看

護
師

の
良

か
っ
た
点

、
こ
う
す
れ

ば
も
っ
と
良

く
な
る
と
思

っ
た
点

な
ど
を
伝

え
る

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

手
順

2 JV
NF

5
.
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

進
行

を
行

う

6
.
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は

、
訪

問
看

護
師

役
と
療

養
者

・
家

族
役

が
Z
O
O
M
の

名
前

を
変

更
し

た
こ
と
を
確
認
し
、
開
始
の
合
図
を
行
う
。
「
で
は
、
始
め
て
く
だ
さ
い
」
合
図
と
と
も
に
、
観

察
者

は
Z
O
O
M
の

画
面

を
オ
フ
に
し
、
音

声
は

ミ
ュ
ー
ト
に
す
る
。

7
.
訪

問
看

護
師

か
ら
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
開

始
す
る

8
.
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は

タ
イ
ム
を
と
る
途

中
で
あ
っ
て
も
中

断
す
る

9
.
役

作
り
3
分

、
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
7
分

、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
5
分

の
計

1
5
分

を
計

4
回

実
施

す
る 17
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6

今今
後後

のの
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
・・
修修

了了
証証

にに
つつ
いい
てて

〇〇
今今

後後
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
はは

11
月月

とと
55
月月

にに
予予

定定
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。

〇〇
修修

了了
証証

のの
発発

行行
はは
、、
55
月月

のの
回回

答答
をを
もも
っっ
てて
事事

務務
局局

よよ
りり
ごご
連連

絡絡
いい
たた

しし
まま
すす
。。
なな
おお
、、
発発

行行
方方

法法
はは
ダダ
ウウ
ンン
ロロ
ーー
ドド
にに
なな
りり
まま
すす
。。

〇〇
メメ
ーー
ルル
アア
ドド
レレ
スス
等等

変変
更更

にに
なな
っっ
たた
方方

はは
、、
必必

ずず
事事

務務
局局

まま
でで
ごご
連連

絡絡
くく
だだ

ささ
いい
。。

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調

査査
のの
おお
願願

いい

・・
開開

催催
案案

内内
メメ
ーー
ルル
にに
記記

載載
しし
たた
UU
RR
LL

・・
チチ
ャャ
ッッ
トト
にに
掲掲

載載
しし
たた
UU
RR
LL

・・
QQ
RR
ココ
ーー
ドド

・・
33
日日

目目
はは

PP
aarr
tt11
・・
PP
aarr
tt22
とと
22
部部

にに
分分

かか
れれ
てて
おお
りり
まま
すす
のの
でで
、、
じじ
っっ
くく
りり
おお
読読

みみ
いい

たた
だだ
きき
、、
まま
とと
めめ
てて
おお
答答

ええ
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
回回

答答
にに
はは
33
00
分分

ほほ
どど
頂頂

きき
まま
すす
））

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム
へへ
のの
アア
クク
セセ
スス
方方

法法

公
益
財
団
法
人

日
本
訪
問
看
護
財
団

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

方
法

4 JV
NF

9.
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
側

の
欲

求
を
満

足
さ
せ

る
も
の

で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
受

け
取

る
側

の
利

益
を
考

え
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
。

10
.ア

ド
バ

イ
ス
を
す
る
と
い
う
よ
り
、
情

報
を
共

有
す
る
態

度
で
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
。

11
.ロ

ー
ル

プ
レ
イ
の

最
後

に
、
療

養
者

と
し
て
発

言
す
る
の

で
は

な
く
、
療

養
者

役
を
体

験
し

て
み

た
感

想
を
述

べ
る
。
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
と
な
る
発

言
が

望
ま
し
い
。

22
参
考
文
献
：
日
本
看

護
協

会
．
看

護
師

に
対

す
る
緩

和
ケ
ア
教

育
テ
キ
ス
ト
,平

成
27

年

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

方
法

3 JV
NF

6.
人

格
よ
り
も
、
行

動
に
焦

点
を
当

て
た
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
す
る
。

良
い
例

：
か

な
り
お
話

に
な
ら
れ

た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
療

養
者

さ
ん
が

何
か

言
お
う
と

な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が

、
あ
な
た
の

話
に
割

っ
て
入

っ
て
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。

悪
い
例

：
お
話

し
好

き
と
思

い
ま
し
た
。

7.
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
は

、
訪

問
看

護
師

役
の

一
人

が
評

価
さ
れ

る
と
い
う
印

象
を
受

け
や

す
い

が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

意
見

を
、
訪

問
看

護
師

役
が

よ
り
取

り
入

れ
や

す
い
方

法
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
一

つ
の

も
の

を
作

り
上

げ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
中

の
訪

問
看
護
師
は
、
み
ん
な
で
考
え
た
訪
問
看
護
師
の
姿
で
あ
っ
て
、
日
常
の
自

分
で
は
な
い
。

8.
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
は

訪
問

看
護

師
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
試

す
も
の

で
な
く
、
み

ん
な

で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

21
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6

33
日日

間間
長長

いい
時時

間間
ごご
参参

加加
いい
たた
だだ
きき

ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

―  39 ―
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